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議　　　事　　　日　　　程 

令和５年第１回浜中町議会定例会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月１３日午前１０時開議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日　　　程 議 案 番 号 議　　　　　　件

 
日程第　１ 会議録署名議員の指名

 
日程第　２ 議案第２４号 令和５年度浜中町一般会計予算
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（再開　午前１０時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開　　議　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（波岡玄智君）　休会前に引き続き、会議を開きます。 

　本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（波岡玄智君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、休会前同様であります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第２　議案第２４号　令和５年度浜中町一般会計予算 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（波岡玄智君）　日程第２、議案第２４号を議題とします。 

　第４款衛生費の質疑を続けます。 

　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　数点にわたって質問させていただきます。 

　１３１ページの斎場管理に要する経費のうちの備品購入費についてです。 

　小さい額ですが、１４万１０００円で、施設用備品購入ということでありますが、どの

ようなものを購入するのか、お知らせをいただきたいと思います。 

　次に、１３５ページの地域水道管理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　今年度は排水圧力計の修理という話でした。今回も姉別配水池で、補修という説明でし

たが、前年度並みの修繕料でありまして、毎年、このぐらいの修繕料が何に使われるのか、

お聞きをしておきたいと思います。 

　次に、１３９ページの環境政策に要する経費のうちの１２節委託料のバイオマスプラン

ト建設意向調査委託料についてです。 

　これはどのような項目にわたって委託をするのか、お聞きしておきたいと思います。 

　それから、前年度には構想の委託料の計上がありましたよね。もう一つ、地域再エネ導

入目標作成委託料ということで９９６万６０００円をかけて委託されておりました。その

成果品はどのようになっているいのか、公表されたのかどうか、ホームページか何かで公

表されているのであれば、その旨、お答えをいただきたいと思います。 

　次に、その下のごみ減量化対策に要する経費のうちの資源物リサイクル活動奨励交付金

についてです。 

　前年度対比２４万３０００円の増でありまして、一部の資源物の単価が上がったという

説明がありましたけれども、これによってそれぞれの自治体が取り組んでいるリサイクル
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活動に関わるごみ減量化対策補助が増額になっていくのかと思いますので、具体的にお知

らせをいただきたいということです。 

　次に、１４１ページの需用費の印刷製本費についてです。 

　これも前年度対比で５６万４０００円増えております。ごみ袋などを印刷するという話

ですけれども、細部について説明をいただきたいと思います。 

　次に、委託料のうちの災害廃棄物処理計画策定委託料についてです。 

　災害発生時の災害廃棄物処理に向けた計画を策定する、いつ発生するかが分からない災

害に対応するためということで誠に的を射た計画であると思っています。今から準備して

おくといいますか、仮に津波が来て、家屋等が流されても、それらを処理するために必要

だと理解しておりますが、そうした施設をどこにつくろうとしているのでしょうか。 

　一般質問等でもお聞きしましたところ、最終処分場の近くということでしたが、最終処

分場は８年後の令和１２年まで使えるということだったかと思います。いつ来るかも分か

らない災害に備えるための計画策定ということであれば、早くにそのような施設をつくっ

ておく必要があるのだろうと思っております。今回、委託をするということですが、処分

場の場所をいつ決めて、工事はいつから着手をするのか、その見通しがあれば、お聞きを

しておきたいと思います。委託に基づき計画ができてからというのであれば、それはそれ

で結構です。 

　次に、その下のじん芥処理に要する経費のうちの委託料についてです。 

　じん芥処理委託料は、８１１０万３０００円の計上であります。前年度対比で２６７２

万２０００円の増でありますが、なぜこんなに増やしたのか、お知らせをいただきたいと

思います。 

　逆に、可燃ごみ焼却委託料は３７１万４０００円減額されていますが、相関関係がある

のかどうかも含め、お知らせをいただきたいと思います。 

　次に、１４３ページの最終処分場管理に要する経費についてです。 

　委託料として最終処分場残余容量測量委託料３８万５０００円という小さな金額が計上

されております。令和１２年まで使用できると聞いていましたが、これについては、毎年、

委託をかけなければならないということなのですよね。そして、近隣につくりたいという

話ですけれども、やはり、沢地に処分場をつくるというのは心配で、将来、漁業に必ず影

響が出てくるのではないかと思います。よほど頑丈な擁壁といいますか、水が全然落ちな

いような構造にするのであれば別ですよ。近くに衛生センターもあることからそこにつく

りたいということなのでしょうけれども、再考する考えはないの、それだけを聞いておき

たいと思います。 

　次に、１４５ページのし尿処理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　バキューム車の修繕との説明がありましたが、詳細についてお知らせをいただきたいと

思います。 

　次に、１４７ページの衛生センター管理に要する経費のうちの工事請負費の衛生センタ
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ー改修工事についてです。 

　長寿命化計画に基づく改修ということで７６１０万円となっておりますが、この工事内

容の詳細、そして、工事はいつから始まるのか、改修されている間の対応についてもお知

らせをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　上下水道課長。 

○上下水道課長（南秀幸君）　それでは、１３５ページの６目地域水道費の地域水道管理

に要する経費の１０節修繕料についてご説明申し上げます。 

　中身としては３点です。 

　まず、２号ファームポンド排水圧力調節計の改修です。 

　茶内第３地区に設置されています２号ファームポンド、いわゆる２号配水池のことです

けれども、こちらの圧力調節計となります。ポンプで加圧給水しておりまして、その圧力

を制御する調節計ですが、経年劣化により不具合を起こしている部分がありますので、交

換いたします。 

　なお、修理期間は令和５年５月から１２月の間の予定で、ファームポンドの改修費は２

６７万３０００円です。 

　次に、姉別配水池の点検孔修理です。 

　１１２万２０００円ですが、施工場所は姉別配水池となります。日常的に職員が点検す

るのですが、配水池の水槽の点検孔に若干の隙間がありまして、その隙間から昆虫及び小

動物などが侵入する可能性があるということが確認されましたので、水質事故等を防止す

るという意味で点検孔を修理いたします。 

　なお、修理期間は令和５年５月から１１月をめどとしております。 

　次に、３号ファームポンド無停電電源装置修理です。 

　２５万８００円で、施工場所はファームポンドとなります。電源装置の空冷ファンとバ

ッテリーを交換いたします。 

　なお、修理期間は令和５年５月から１２月を目めどとしております。 

　最後に、水道施設修繕費として５０万円を計上させていただいておりますが、突発的に

発生する設備事故、もしくは、管路の漏水等に対応するための費用です。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　それでは、ご質問にお答えします。 

　質問がたくさんありましたので、ちょっと時間かかりますが、よろしくお願いします。 

　まず、１３１ページの斎場管理に要する経費の備品購入費についてです。 

　購入する品目はロストルという金具です。これは霊台車とひつぎの間に置く金具で、こ

れを置くことによって燃焼効率が上がりますが、五つ購入したいと思っています。もう一

つは、デレッキ棒です。火葬をしているときに遺体がどうしても動くのですが、それを直

すものとして購入したいと思っております。 

　次に、１３９ページの環境政策に要する経費のうちのバイオマスプラント施設意向調査
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委託料の内容についてです。 

　一般質問でも若干触れましたが、まずは農家の方への意向調査をやります。また、それ

以外では、北電への接続の委託、バイオガスプラントの先進地視察に同行するなどとなり

ます。 

　次に、再生可能エネルギーについてです。 

　いつ納品されるのかということですが、３月２０日に３回目の委員会があります。その

後に成果品をいただいて、４月にパブリックコメントを行おうと思っております。それが

終わったら公表となりまして、最終的な公表は５月中を考えております。 

　次に、ごみ減量化対策に要する経費のうちの資源物リサイクル活動奨励交付金について

です。 

　値段が上がっているという話をされておりましたが、アルミ缶の値段がちょっと上がっ

ております。１キログラム当たりについて、令和３年度は５８．５円でしたが、令和４年

度は１２８円ということで、６割ぐらい上がっております。その関係で令和４年度の歳入

も５００万円程度だということで、これからの支出となりますが、交付する予定は２３４

万円程度となっております。 

　次に、その他清掃に要する経費のうちの印刷製本費についてです。 

　算定の根拠ですが、まず、３月末の残余数を計算しまして、令和５年度に販売予定の枚

数を出しております。差し引きまして、今回つくるのが燃えるごみの４０リットル袋を１

０万枚、燃えるごみの２０リットル袋を６万枚で、この中にはごみ分別ポスターの分も入

っております。 

　今は１０枚１袋の外装ですが、役場の住所が旧住所になっておりますので、それを直す

のに７万２０００円程度の予算を組んでおります。 

　次に、同じページの災害廃棄物処理計画策定委託料についてです。 

　まず、なぜつくるのかというお話をさせていただきますが、近年、東日本大震災、熊本

地震、北海道胆振東部地震、また、平成２８年８月の北海道豪雨、令和元年１０月の台風

１５号などの水害といった大規模災害が相次いで発生しております。このような状況から、

本町においても災害廃棄物処理計画を策定し、大規模災害時においても迅速かつ適切にご

み処理を行うことができるようにするものです。 

　また、財源についてですが、環境省の循環型社会形成推進交付金のメニューのうち、廃

棄物処理施設整備交付金の活用が見込めることから、今、策定が必要と考えております。 

　内容につきましては、平時における災害発生時への備えや災害時の初動対応、災害廃棄

物の仮置場、災害発生時の災害廃棄物発生量の見込みなどを検討して計画に落とし込んで

いくことになります。その他詳細につきましては、業者と協議の上、浜中町の現状も踏ま

えながら策定したいと考えているところです。 

　次に、じん芥処理に要する経費のうちのじん芥処理委託料８１１０万３０００円の増の

要因についてです。 
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　例年、人件費は人ごとに算定しておりましたが、これについて、運転手１人幾ら、作業

員１人幾らという方法で算定したい旨の協議を清掃者としてまいりました。その結論です

が、道の労務単価を使い、算定するということに決まりまして、２６００万円程度の増と

しております。 

　このように、各地区の回数を計算して労務単価で出しているということで、可燃ごみの

量については関連しておりません。 

　次に、最終処分場に要する経費のうちの最終処分場残余容量測量委託料についてです。 

　議員の質問は処分場の立地場所ということかと思います。以前にも議会で答弁をさせて

いただいていますが、担当課としては、衛生センターも使えるので、できれば近くに建て

たいと思っています。ただ、議員がおっしゃる環境の問題もあると思いますので、建設場

所については、そのようなことも踏まえながら、これから選定していきたいと思っており

ます。 

　次に、し尿処理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　これは、バキュームダンパーの修理になります。 

　内容の一つ目は、タンク上部から真空ポンプまで伸びる金属製の配管を製作し、交換す

るというものです。この配管は、バキュームダンパーのタンク内を負圧にするため、タン

ク内の空気を吸引する際の空気が通る配管となります。腐食が進んで小さい穴が空いてお

り、テープを巻くなどして対応してきましたが、応急処置によるこれ以上の対応もできな

いことから、吸引力の低下やポンプの負荷等も考慮し、修繕をするものです。 

　もう一つは、ハッチロックの交換です。後部のハッチロックが弱くなっており、走行中

にロックが若干緩む状況が確認されています。ここから雨水が走行中に漏れないよう、修

理、調整を行うということで、ハッチロックのパッキン及び開閉する油圧シャフトの交換

となります。 

　次に、衛生センターの管理に関する経費のうちの衛生センター改修工事についてです。 

　内容ですが、外装の塗装、屋上防水、外部建具交換、トイレ改修で、工期は４か月程度

を予定しております。外部補修が主なので、衛生センターは止めずに工事ができると考え

ております。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　修繕料の中身と備品購入に関してそれぞれ説明がありました。こ

れについては必要なものと判断し、了解をすることにしました。あえて聞きません。詳し

く聞きたいところですし、聞き取れなかったところもありました。しかし、必要なのだと

いうことで理解します。 

　また、姉別の修繕料、地域水道についても必要な修理をするのだなということですよね。 

○議長（波岡玄智君）　川村議員に申し上げます。了解した件については再質問になりま

せん。答弁されたことを繰り返し確認するというのは時間が無駄ですから、不明な点に限

って再質問することにご協力をいただきたいと思います。 
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○１番（川村義春君）　了解しました。そのようにします。 

　それでは、１３９ページのバイオマスプラント建設意向調査委託料についてです。 

　アンケートを行うほか、北電への接続ということしか聞き取れなかったのです。運営方

法などについても検討すると説明資料ではあったのですけれども、その内容についてもう

一回詳しく説明していただければと思います。 

　また、答弁では、３回目の委員会を開き、パブコメを行い、５月に公表するという話で

したが、それはこの意向調査委託料の話ですか。それとも、地域再エネ導入の関係ですか。 

　私からは９９６万６０００円のものについて説明を求めましたよね。この成果品は公表

をされたのかどうかということお聞きしたのです。その答えとして、３回目の委員会を開

き、パブコメを行い、５月に公表するということなのですか。 

　この地域再エネの関係というのはバイオマスプラントに関わるものですか。全然違うで

しょう。再エネの導入目標といいますか、それを説明してもらわないと、３回目の委員会

をなぜ開くのかも分かりませんので、もう一度説明していただきたいと思います。 

　そして、資源物リサイクル活動奨励金についてはアルミ缶の単価アップということで了

解をいたしました。 

　次に、１４１ページについてです。 

　災害発生時に伴う対策ということでしたが、環境省から指導か何かがあったのですか。

環境省から策定しろというようなことがあったのかどうか、環境省以降の話がちょっと聞

き取れなかったので、もう一度お知らせいただければと思います。 

　また、建設場所についての答弁がありませんでしたよね。予定地が決まっているのであ

ればお知らせをいただきたいと思います。 

　次に、じん芥処理委託料の関係についてです。 

　北海道が定めている労務単価を適用することによって人件費といいますか、委託料が増

えたということで理解したいと思います。私も、これについては賛成といいますか、この

ようにあるべきだなと思っておりますので、了解します。 

　次に、１４３ページの最終処分場の関係についてです。 

　近くに衛生センターがあるということは分かりますけれども、令和１２年の話ですよね。

それで十分に検討をしたいというように聞こえました。ただ、災害廃棄物処理計画とセッ

トで考えていかなければならないと思っています。災害はいつ来るかが分からないから早

急に対応しなければならないですけれども、その場所と最終処分場については、令和１２

年まで、あと８年使えるということなので、併せて考えていかなければならないのではな

いでしょうか。 

　早めに計画をつくり、すぐに供用開始できるようにするというようなことを考えないと

まずいのでないかと思うのですが、改めてお聞きをしておきたいと思います。これは政策

的なことになりますので、理事者からお答えをいただければと思います。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 
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○住民環境課長（山平歳樹君）　聞こえづらい答弁ですみませんでした。 

　まず、１３９ページのバイオマスの関係の委託内容についてですが、アンケートのほか、

バイオマスの収支の計算、ほくでんネットワークへの接続申込み、プラント建設及び運営

方法の検討などとなっております。 

　そして、再エネの関係についてです。 

　先ほども申しましたが、３月２０日に３回目の再エネの検討会議をやります。その後に

成果品をいただいて、４月にパブリックコメントをしたいと考えておりまして、公表につ

いては５月中という予定です。 

　そして、災害廃棄物の関係で、指導があったのかというご質問ですが、町村については

努力義務となっています。ただし、先ほども言いましたように、集中豪雨や地震など、い

つ来るかが分からないという状況ですから、今、災害廃棄物の計画を立てたほうがいいと

考え、新年度から進めようと考えているということです。 

　建設場所、仮置場の話になると思うのですが、新年度に仮置場の場所を検討しようと考

えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

　次に、最終処分場についてです。 

　繰り返しなりますけれども、当然、環境も考えてつくらなければならないと考えており

ます。そのような意味から調査も必要になってくるかと思いますけれども、どこに建てる

のがいいのか、コスト面も加味し、建設場所を決めていきたいと考えておりますので、ご

理解をお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　最後の最終処分場の建設計画についてです。 

　あと８年というのはあっと言う間ですが、それまでに検討するということですね。 

　また、災害廃棄物処理計画についてですけれども、仮置場ということで、処分場をつく

るという話ではないのですね。そこまで聞かないと分かりませんでした。ただ、仮置場を

つくるにしても、災害廃棄物ですから衛生面もありますよね。そのようなことを考えます

と、やはり、処分場が必要だと私は思うのです。 

　最終処分場はあと８年ですから８年以内に、最低でも３年前や５年前から計画はつくら

なくてはならないと思いますので、そろそろ考えなくてはいけないわけで、セットで考え

たほうがいいのかなと思います。 

　また、今、課長から説明がありましたが、やはり、環境問題が今後は大きなウエートを

占めてくると思いますし、今、環境基本計画なり基本条例なりをつくろうとしているさな

かですから、それも含めて検討していかなければならないのではないかなと思いますので、

これについて理事者に考えがあればお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　副町長。 

○副町長（齊藤清隆君）　三つの項目に関連して質問がありましたが、併せて答弁をさせ

てもらいたいと思います。 
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　いずれにしても、議員がおっしゃるとおり、繰り返しになりますけれども、１次産業を

守るということも含めると、環境に配慮した観点から最終処分場、それから、今言われた

災害廃棄物の施設を、それと併せて衛生センターの場所について検討しなければなりませ

ん。 

　ただ、長期的に考えますとランニングコストという面もありますから、そのようなこと

もしっかり考慮し、また、海に汚水を流さないという観点からも十分に協議し、取り進め

てまいりたいと思いますので、ご理解を願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　２番田甫哲朗議員。 

○２番（田甫哲朗君）　まずは、１２５ページの成人保健に要する経費のうちの委託料の

健康増進計画策定委託料３５８万４０００円についてです。 

　説明では第３次計画ということであったかと思いますが、大変に勉強不足で第１次と第

２次のものを私は見た記憶がありません。健康増進計画というのはどのような内容のもの

なのでしょうか。これは、町民に知らせるものではなく、推進を図る上で内部的に必要な

ものという捉え方でいいのか、伺います。 

　次に、その下の母子保健に要する経費のうちの１２７ページの委託料についてです。 

　検診等委託料は前年と同額なのですけれども、日赤とマタニティアイに委託しているも

ので、要は妊産婦、乳幼児を含めた各種健診ですね。 

　また、新たなものではないのですけれども、産前産後ケア事業についてです。 

　今回、町の負担率を９割から１０割に拡充するという説明だったと思います。今まで１

割は自己負担をお願いしていたのですけれども、それを撤廃し、全額を町で助成しますと

いうこと、利用者にとっては無料で産前産後ケアを受けられるというような理解でいいの

でしょうか。町の負担率の１割アップというのはそういうことなのか、確認させていただ

きます。 

　次に、扶助費についてです。 

　これも検診等助成ということです。委託料のところで言った日赤とマタニティアイ以外

で、ほかの産婦人科等で乳幼児健診や妊婦健診を受けられた場合は、その方に対して助成

しますということも含まれているのでしょうか。 

　前年度対比で１３９万４０００円増えているのです。説明では不妊治療について補助す

るということでした。また、事業費調べでは、お１人の方が４回受けられることに対して

全額を助成する、５人分を計上していると受け取りましたが、不妊治療に係る自己負担は

発生しないと理解していいのかどうか、お知らせください。 

　次に、狂犬病予防に要する経費のうちの１２９ページの備品購入費についてです。 

　ちょっと聞き取れなかったところがあるのですが、アニマルフェンスというような言葉

を聞いたように思っています。５万９０００円ということですが、これはどのようなもの

なのか、教えてください。 

　次ですが、川村議員が斎場に関する修繕費経費のうちの備品購入費について聞いていま
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したが、修繕料１６２万９０００円の内容をお聞きします。 

　次に、１３５ページの地域水道に要する経費のうちの委託料についてです。 

　清掃委託料として、令和３年度は２１８万９０００円で、令和４年度１９９万１０００

円が計上されておりましたが、今回は委託料の中にそれが見当たりません。たしか、配水

池の清掃委託と理解していましたが、それが必要なくなったのか、それとも、毎年ではな

くていいからなのか、清掃の中身も含めて説明をいただければと思います。 

　次に、１３７ページの政策環境に要する経費のうちの普通旅費１７万４０００円につい

てです。 

　前年度比１１万８０００円の減で計上されています。これからバイオマスプラント関係

での視察が増えるのだろうと思うのですけれども、１７万４０００円の中にそれらが含ま

れているのでしょうか。その他の旅費も含め、これで間に合うのかという心配があります

ので、伺っておきます。 

　また、これに関し、農林課も一緒に行きますということになれば、農林課としても旅費

を見ているのかと思いますけれども、それも含め、１７万４０００円の内訳を伺います。 

　次に、その他清掃に要する経費のうちの１４１ページの災害廃棄物処理計画策定委託料

４３７万８０００円についてです。 

　先ほど川村議員も聞いていたのですが、金額からいいましても単に仮置場をどこにしま

すよというようなものではないだろうと思うのです。しつこいのですけれども、どういう

計画を想定しているのでしょうか。 

　例えば、災害が発生しました、廃棄物が発生しました、そのとき、どのように運搬する

のか、あるいは、搬入先はどこになるのかです。多分、その搬入先が仮置場となると思う

のですけれども、その先の処分までの計画をつくるのかどうかです。 

　また、その計画をつくることによって補助の道が開けてくるものなのかです。つくるの

は努力義務と先ほどは言っておりましたが、災害廃棄物を処分するとなると対象となるの

かどうかということも含め、伺っておきます。 

　次に、じん芥処理に要する経費のうちの修繕料３６１万円についてです。 

　収集車両あるいは施設修繕料ということもあるかと思います。その下で聞くのですけれ

ども、今回、委託料の大幅な改定がありました。ほとんどが町有車両だと思うのですけれ

ど、どういう負担割合になっているのかを伺っておきます。 

　次に、その下の委託料についてです。 

　これについては先ほどの説明でも理解しましたし、事前に伺ったところによりますと、

２６７２万２０００円アップをするわけですよね。それによって従業員の処遇改善を図る

ということでしたが、どのように図られようとしているのでしょうか。 

　労務単価を道の単価で積算し直したということでありましたので、それで処遇改善が図

られるのだと思うのです。それに、これは業者のことであり、町がどうこう言えるわけで

はないですけれども、どのように伺っているかをお知らせください。 
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　次に、１４５ページのリサイクルセンター管理に要する経費のうちの委託料の機器等保

守管理委託料２８万９０００円についてです。 

　補足説明では発泡スチロール減容機に係る委託ということでありましたが、修繕ではな

く、委託ということは定期的に必要になったということなのでしょうか。それとも、何か

の要因で保守管理委託をすることになったのでしょうか。 

　たしか、これに関する委託は前年度までなかったように思うのです。何年かに１回やっ

ているということであれば結構ですけれども、お知らせいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　それでは、ただいまのご質問にお答え申し上げます。 

　まず、１２５ページの成人保健に要する経費のうちの委託料の健康増進計画策定委託料

についてです。 

　本予算につきましては第３次計画を策定するためのものです。浜中町の健康増進計画で

すけれども、名称がいきいき健康はまなか２１で、こう言ったら分かっていただけるかな

と思います。内部資料のためのものではなく、全町民にお示しするものとなります。 

　第３次計画になりますが、どういったものなのか、第２次計画から抜粋してお話し申し

上げます。 

　壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸及び生活の質の向上を実現することを目的として策

定するものであり、計画の位置づけとしては町民の健康づくりを進めるための具体的な考

え方や取組方法を示すものとなります。具体的には、栄養や食生活、病気に関係すること、

あるいは、たばこやアルコール、糖尿病など、各項目において健康寿命を延ばす観点から

方向性を考えるための計画となってございます。 

　次に、１２７ページの母子保健に要する経費についてです。 

　まず、検診等委託料について、特に産前産後ケアの９割負担を１０割負担にするという

ことについてお話がありましたが、このたびの予算につきましては、前年度比３０万２０

００円の増で、項目については例年と変わってございません。母子保健ということで、例

えば、歯科健診や産前産後ケアの事業となります。 

　なお、産前産後ケアについてはこれまで９割負担で、僅か１割とは言いながらも町民の

方に負担をいただいておりましたが、このたび、それを１０割にいたします。 

　というのも、ここ最近、出生数が急激に落ちてきております。ちなみに、令和４年度の

１年間では２３人の見込みです。前年度が３７人、その前の年度が３８人です。その前ま

ではずっと４５人平均で来ていたのですけれども、急激に出生数が落ちてしまいました。

そのようなことに鑑みまして、僅か１割ですが、１割を多くすることによってケアしても

らえるのだという意識を持っていただき、安心して出産していただけるように、これが出

生数の維持につながるのではないかなということで取り組ませていただきたいと思ってお

ります。 

　次に、同じページの扶助費のうちの検診等助成についてです。 
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　議員がおっしゃったとおり、不妊治療となります。実は、前年度にも不妊治療の分とし

て２５万円の予算をつけておりましたが、これまでは北海道による不妊治療に対する助成

がございました。しかし、令和４年度からはそれがありません。その理由としては、不妊

治療全般にわたって健康保険の適用がされることになったということがあります。３割負

担になるのですけれども、健康保険の適用になるということで、道としては補助しなくな

ったということです。 

　そうは言いながらも、不妊治療は単価が高いものですから、助成していかなければなら

ないだろうと考えております。議員が先ほどおっしゃっていましたし、補足説明でも申し

上げたとは思うのですけれども、年４回でございます。１回で成功すれば話は別ですけれ

ども、２回目で成功する方、３回目で成功する方もいらっしゃると思います。そこで、最

大年４回、不妊治療を受けることができるようにしております。 

　なお、高額療養費の対象になるだろうということで、その額で計算し、１人４回、５名

分、１６４万９０００円の予算措置をさせていただきまして、前年度対比では１３９万４

０００円多くしております。前年度の２５万円もありますが、増額になっている分は不妊

治療の分と捉えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　上下水道課長。 

○上下水道課長（南秀幸君）　１３５ページの地域水道管理に要する経費のうちの１２節

委託料の内容についてご説明申し上げます。 

　まず、配水池等浄委託料が計上されていないのはなぜなのかというご質問でしたが、令

和４年度は姉別配水池のロボット清掃で１９９万１０００円を計上させていただいており

ました。今回、それがなぜないかと申しますと、地域水道に関係する配水池は１号配水池、

２号配水池、姉別配水池の三つがあります。それを４年で回すという管理の仕方をしてお

ります。なぜ４年ループかと申しますと、水道事業では対象となる池が四つあるのですが、

それに合わせ、４年に１度のロボット清掃をするという計画でやっているからです。そし

て、昨年度の姉別配水池で１ループとなりましたので、令和５年度は行いません。ただ、

６年度からは１号配水池の分が計上されます。 

　次に、委託料の中身についてです。 

　建物附属設備保守管理委託料ですが、姉別配水池の発電機の保守点検委託料で２２万円、

検針業務委託料は姉別地区の水道メーター器の検針業務委託料となります。続いて、台帳

整備委託料は農業用水道区域の管路台帳システムの保守点検とシステム更新で、管路の移

設工事などを入力し、台帳を更新するものです。高齢者事業団作業等委託料ですが、これ

は姉別配水池の草刈り業務となります。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　それでは、１２７ページの狂犬病予防に要する経費のう

ちの備品購入の関係についてです。 

　アニマルフェンスというものを買います。高さ１．５メートル、長さ１５メートルぐら
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いの網状のものとなるのですが、それで犬を捕獲したいと考えております。 

　次に、１２９ページの斎場管理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　二つあります。 

　一つ目は、霊台車耐火物張り替えということで、火葬の際にひつぎを置く台になります

が、毎年１台ずつ張り替えを実施しております。 

　二つ目は、差圧指示計及び差圧発信器の交換です。炉内の圧力を表示する計器のほか、

炉内の圧力を測定し、差圧指示計に信号を送る計器となります。火葬炉内を負圧すること

で効率的な火葬、不完全燃焼の防止につながることから、こうした修繕を行おうと考えて

いるところです。 

　次に、１３７ページの環境政策に要する経費のうちの普通旅費についてです。 

　先ほど議員がおっしゃられていたように、バイオマスプラント作成のため、公用車使用

日帰りで５名分を見ております。内訳ですが、住民環境課３名、農林課２名で、視察先は

湧別町と興部町を考えているところです。 

　次に、１４１ページのその他清掃に要する経費のうちの産業廃棄物処理計画委託料につ

いてです。 

　議員がおっしゃるように、運搬から最終的な処分まで、この計画に盛り込む内容となる

と思っております。 

　次に、じん芥処理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　現在、町からはごみ収集車や４トントラック等を清掃車として貸し出し、運営していた

だいておりますが、それに対する車検費用が修繕料となります。（発言する者あり）それ

に係る改修で、あくまでも前年度実績の数字を積み上げ、予算計上をさせていただいてお

ります。 

　次に、１４１ページのじん芥処理委託料の関係についてです。 

　先ほど議員がおっしゃいました金銭的なものも含まれますし、現在聞いているところで

は、４０年、清掃社に勤めても、退職金が４００万円程度だという話です。清掃社として

はこれを倍にしたいという考えで、働いている方の待遇も向上していくと考えております。 

　次に、リサイクル管理に要する経費のうちの機器等保守業務委託料の内容についてです。 

　発泡スチロール減容機スチロスアクア保守点検料となりますが、今まで一度も保守点検

をしたことがありません。今回、業者からの勧めもあり、点検をしようということで予算

計上させていただきました。 

○議長（波岡玄智君）　２番田甫哲朗議員。 

○２番（田甫哲朗君）　まずは、狂犬病予防に関する経費についてです。 

　５万３０００円と書いてありましたが、要するに、野犬の捕獲器と考えていいのでしょ

うか。それとも、狂犬病の予防注射をするときのための道具だと考えていいのでしょうか。 

　捕獲するためのものではなく、注射を行う上での安全性をするためのおりと考えればい

いのかということです。アニマルフェンスということでしたが、フェンスというと壁のよ



- 14 - 

 

うな気もするのですけれども、どちらの用途で使うのかだけをお知らせください。 

　次に、１３７ページの旅費についてです。 

　正直、びっくりしたのは日帰りで行こうとしていることです。先ほどは公用車で日帰り

という答弁でしたよね。これは一般質問でもやらせていただきましたけれども、これから

取り組んでいくべき本当に大事な事業だと思うのです。それを日帰りでということですが、

一体どれくらいの時間視察してこられるのだという話になりますよね。 

　１７万４０００円ですが、バイオマスに関する視察を含め、その他必要になってくる旅

費等を含め、前年度から１１万８０００円も減額になっているのですよ。それに、前年度

はこの１１万８０００円がまるまる減額補正されているわけでもなく、二十数万円という

旅費が使われていると思うのです。 

　今回、バイオマスも含め、必要になってくるだろう旅費を含め、この予算で大丈夫なの

かということを伺っているのです。大丈夫なのであれば大丈夫ですと答えてもらえればい

いのですけれども、足りなくなったら補正しますということではないと思うのですよ。あ

る程度の必要経費を見込んで予算計上していると思うのですが、その考え方を伺っておき

たいと思います。 

　今、日帰りと言って慌てていたけれども、私の聞き取り間違えかもしれません。どうい

う行程でバイオマスに関しての視察を行おうと考えているのか、説明してください。 

　次に、１４５ページの発泡スチロール減容機についてです。 

　我々は専門用語を使われても分からないですよ。また、今回初めて委託をかけるという

ことなのですね。発泡スチロール減容機を入れてから何年がたつのかは分かりませんけれ

ども、５年で必要なこと、１０年で必要なことなど、いろいろとあると思うのです。業者

からしっかりと保守管理したほうがいいですよという話があり、今回、予算計上したとい

うことなのかなと思うのですけれども、この機械に関しては定期的に保守点検する必要は

ないと考えていいのか、伺っておきます。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　アニマルフェンスの関係についてです。 

　これは、予防注射のためのものではなく、野犬を捕獲するために購入しようとしている

ものです。 

　次に、１３７ページの環境政策に要する経費のうちの旅費についてです。 

　先ほど私は答弁間違えをしていました。公用車を使って、１泊で行こうと考えておりま

す。 

　バイオマス産業都市構想の認定を受け、これから取り組んでいこうと思っているところ

ですが、まずは先行でやっているところを視察に行こうと考えています。それで、先ほど

も言いましたとおり、湧別町と興部町を視察させていただくのですが、５名分の旅費を上

げさせていただきました。 

　前年度の旅費が多かった理由ですが、バイオマス産業都市構想の認定になったとき、東
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京へ行く職員の随行分を見ていました。しかし、新年度にはその分がありませんので、旅

費の金額が下がったところです。 

　次に、１４５ページの委託料の考え方についてです。 

　今までやってきていなかったというのは事実です。今回初めて予算計上をさせていただ

きましたけれども、壊れないように使用するためにはこれからも定期的な保守点検が必要

だと思っておりまして、定期的に保守点検していきたいと思っているところです。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　１点お伺いしたいと思います。 

　１２９ページの感染対策に要する経費のうちの委託料の予防接種委託料１９９３万９０

００円についてです。 

　令和４年度は１９１４万９０００円で、７９万円の増となっております。内容は１歳未

満児へのＢＣＧから風疹第５期までの１５種のワクチン接種ですが、実績としては１８歳

未満のインフルエンザと６５歳インフルエンザの接種が大変多くなっております。いずれ

も大切な予防接種であります。 

　しかし、令和４年度当初予算は１２月補正で５５０万円が執行残となっております。そ

して、新年度に７９万円の増があり、１９９３万９０００円が予算化されておりますが、

新たに感染症の追加をした、あるいは、接種人数が増えるということを含んでいるのでし

ょうか。 

　また、終息に向かっております新型コロナウイルスでありますが、第５類感染症に変更

されますし、令和５年３月３１日から予防接種法で自治体による定期接種に分類されると

いう話も伺っています。これは公費負担であると思いますが、自己負担もいずれ出てくる

のだと思いますので、そういうことも含めての計画なのか、教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君）　健康保険課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　１２９ページの感染症対策に要する経費のうちの委託料の

予防接種委託料１９９３万９０００円についてです。 

　対前年度比７９万円の増ですけれども、予防接種の項目は前年度と同様です。増えた要

因でございますけれども、子宮頸がんワクチンについて、前年度の３２名に対し、新年度

は６０名の予算としております。議員もご存じのとおり、子宮頸がんの接種控えがありま

したが、接種勧奨の差し控えが解除となり、それで人数増となっておりまして、委託料も

増額しております。 

　次に、新型コロナウイルスワクチンの関係についてです。 

　５類相当になるということですが、新年度も本町におきましては集団接種を予定してお

りまして、別途、予算の補正をお願いすることになろうかと思っております。国からの正

式な指示はまだ来ておりませんけれども、５月８日以降、高齢者及び基礎疾患を有する方

からということで、春の１回と秋冬の１回で年２回となります。その他の５歳以上の町民
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については秋と冬の１回の接種を予定しております。 

　なお、こちらは全額が公費負担となりまして、予算が必要です。 

　間に合えば、今定例会に追加議案として令和５年の第１回補正でお願いしようとしてい

たのですけれども、きちんとしたものは来ていませんので、間に合わないと思っておりま

す。ただ、５月から接種を開始しなければならないということで、４月早々から準備を開

始することになります。そのため、町サイドからそのための臨時議会をお願いするのか、

専決処分のお願いをするのかは別として、どちらかの方法を取らせていただかなければい

けないと考えてございます。 

　なお、国においては、この秋、冬からは、集団接種ではなく、個別接種にできる限りシ

フトするというような話も来ておりますけれども、本町は個別接種する状況が整いにくい

と思っております。それも含め、新年度につきましては、町民の健康を守るため、前年度

と同様、集団接種で対応していきたいと考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　コロナの接種に関してはまだはっきりしていないところもありま

すが、追加の分については子宮頚がん予防接種の人数が増えるからということでした。 

　執行残も見られることから伺います。 

　今、５０歳から８０歳の方で３人に１人は帯状疱疹を発症すると言われております。民

放でもワクチン接種を推奨していて、当然理解されていることだと思いますが、その発症

の原因は加齢、疲労、ストレスによる免疫低下となっております。ただ、近年の増加傾向

としてコロナウイルスに対してのストレス等があります。また、コロナワクチン接種後の

免疫低下によって発症のリスクが高くなっているというような報告もあります。 

　兵庫県の３０年間の動向把握で女性の発症率が男性よりも２７％高いという報告もあり

ます。女性は男性以上にストレスを抱えているということなのだろうと思います。 

　病名に関しては知っている人が多いのですが、高額のために接種をためらう方が多いと

いうこともあるようなのです。財政的な面もありますが、助成対象にならないものか、補

足的な質問になりますが、検討できるようなことであればお答えをいただきたいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

　帯状疱疹についてですが、高齢の方や健康を害している方など、免疫力が低下すると発

症するものです。この予防接種についてですけれども、考えておりませんでした。また、

打つという規定もまだありません。 

　水疱瘡は、本来、１度かかったら発症しないのでしょうけれども、体力の低下とともに

その菌が活性化して帯状疱疹として現われるという病気だと認識しております。確かに、

かなり痛いというお話も聞き及んでおりますが、今のところ、予防接種の計画はありませ

ん。 
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　ただ、今、議員がおっしゃったとおり、新型コロナウイルスの結果、外出控えとなり、

ストレスもたまって発症する方が多くなっているというのも事実だろうと思われます。そ

のため、厚労省からのいろいろな情報をキャッチすべく注視し、今後の方向性を考えさせ

ていただきたいと思います。 

　予算計上したものは法的なものでして、帯状疱疹についてはまだ法で規定されていない

ということがありますので、どのような方向になるかは分かりませんけれども、その整理

も含めて検討をさせていただきたいと思いますので、ご理解を願います。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　大変前向きなご答弁をいただけたと思っております。 

　期待感もあってこの話をさせてもらいましたが、最終的な決断は理事者の方々がするの

だろうと思います。帯状疱疹の痛みについてですが、昨年に私もかかったので、十分に知

っているのです。刺すような痛みと燃えるような痛みというような表現をされますが、私

は前者の刺すような痛みでした。二度とかかりたくないなと思うほどのすごい痛みです。

発疹が出まして、塗り薬は出るのですが、それを塗ること自体が痛い病気です。 

　糖尿病など、生活習慣病を持っている方とか、関節リウマチですが、男女比を言います

と１対４でして、多くの女性が関節リウマチにかかっています。当然、がん患者も発症リ

スクが高いとされております。ワクチン接種をすることで発症を抑え、また、後遺症もあ

る病気ですが、それも抑えることができるのです。 

　薬は２種類ありまして、ビケンという薬は１回接種で７０００円から１万円です。予防

効果は５年程度と言われております。もう一つの薬がシングリックスという薬で、２回打

たなければならないのですが、接種間隔は２か月空けて２回で、１回２万円ですから、４

万円かかります。これが高いのです。でも、有効期間は１０年と言われていますから、打

つとかかるリスクが低くなります。 

　でも、このような高額なワクチン接種ですから、先ほど言いましたように、ためらう方

が多いのです。そこで、せめて生活保護世帯です。一般の方となりますと予算も膨らみま

すし、お金もかかりますから、対象者を糖尿病などの生活習慣病にかかっている方、そし

て、関節リウマチにかかっている方、がん患者とし、半額助成くらいしてほしいなと思っ

ております。 

　このような話を急にされても困ると思いますが、金澤課長の前向きな先ほどの答弁もあ

りました。お願いということにはなりませんが、検討課題であると思っていますので、も

う一度答弁をお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　私から答弁していいのかどうか、疑問符もつくところでご

ざいますが、健康福祉課長の立場としてお答えいたします。 

　生まれてから亡くなるまで、安心して浜中町民でいられる環境を整えるのが健康福祉課

の仕事だと思ってございます。そのような面から考えますと、今、議員がおっしゃったと
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おり、町民の健康を守るというのは非常に大切なことであり、検討していかなければいけ

ない一つの項目かとは思います。しかし、先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、現在、

予防接種につきましては法的に定められたものとなっております。自己負担で任意で受け

られる予防接種もあるのは知ってございます。今のお話は、生保の方、それから、生活習

慣病の方、がん患者等、要は心配される人に限定し、ワクチン接種を受けてもらうことで

健康を守れたらいいのではないかという趣旨だと思います。その趣旨は理解するところで

すけれども、担当としては、その趣旨を理解しつつ、状況が整えばということになるかと

思います。 

　１回の接種料が高額だということもございます。今後の方向性も含め、担当としてはそ

のようなものが必要だという思いはありますけれども、私からか前向きに検討するという

ふうなことまでは答弁できないところですので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　１１番中山眞一議員。 

○１１番（中山眞一君）　１２１ページの広域救急医療対策に要する経費のうちの１２３

ページの負担金の厚岸郡広域救急医療体制負担金１９９３万円についてお尋ねをさせてい

ただきます。 

　前年度が１８４１万円ですから、僅かですけれども、増えてきているのかなと思います。 

　過去の例から考えて計算された金額であると思うのですが、何人くらいが厚岸の町立病

院の休日、夜間にお世話になっているのか、そして、今回の計画ではどのようになってい

るのか、教えていただきたいと思います。 

　そして、そこに行く人ですが、自家用車で行くのか、救急車で行くのか、その手段が分

かれば教えていただきたいと思います。 

　次に、１３９ページのごみ減量化に要する経費のうちの補助金の資源物リサイクル活動

奨励交付金２５０万円についてお尋ねをさせていただきたいと思います。 

　先ほど川村議員からも質問がありましたが、町内会等でもってまとめ、処分場に持って

いったことに対する交付金ではないかと思います。今、２８町内会があるうち、それを行

っているのは何町内会で、全くしていないところが何町内会あるのか、分かれば教えてい

ただきたいと思います。 

　ちなみに、私どもの町内会には軽トラックを持っている人が誰もいません。そのような

ことから、これはなかなかできません。 

　もう一つ、ごみを集める町内会館もありません。町内会館がないのは私どもの住んでい

る町内会だけだと思いますけれども、それでアルミ缶や新聞紙を集める場所がなく、持っ

ていけないということです。 

　持っていっているところに対する交付であって、持っていけないところはどうしている

のかというと、収集車が来たときに出すのです。それには交付金がついていないのに、行

く場所は最終処理場で、同じですよね。 

　町内会単位で持っていくほうには交付金があって、収集車に出したほうには交付金がな
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いのはなぜなのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　健康保険課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　１２３ページの厚岸郡広域救急医療体制負担金の関係でお

答え申し上げます。 

　新年度におきましては１９９３万円ということで、予算がかなり膨らんでございます。

今回、算定方法が変わったわけではないのですけれども、一部変更がございますので、お

答え申し上げます。 

　こちらの負担金につきましては、前々年度、つまり、令和５年度でいくと令和３年度末

の決算額を基に算定することになっております。救急外来診療をするために必要な経費か

ら診療報酬、そして、厚岸町において救急医療に関係する普通交付税の算入額等を加味し、

実際に不足する額を厚岸町と浜中町で負担しましょうとなっていまして、これはこれまで

も同じでございます。 

　しかし、この今までの方法で計算しますと、２１４０万円くらいまで負担金が上がると

いう数字を厚岸町から示されたところでございます。令和２年度末と３年度末の決算状況

を比べまして、収支不足額が８８０万円ほどいきなり増えております。その関係で、本町

の負担割合が３００万円ほど増えるという状況だったのですけれども、今までもそうでし

たように、予算を組む際に先行き不透明だということで、同じ計算方法の過去の平均で、

今後５年間、同じ数字で計上させてほしいと言い、新年度につきましては１９９３万円な

のですけれども、来年度も１９９３万円となります。そして、その後、その間の実際の収

支不足額を基に計算するということでこのような予算計上となってございます。 

　ですから、次の年度も基本は同じです。長い目で見ると総負担額は変わらないのかもし

れませんけれども、毎年度ごとに変わるのではなく、５年間コンクリートでということで

す。それから、その５年の間に厚岸町立病院と浜中診療所の病診連携のお話も出てくるで

しょうし、両町における広域救急体制の確保といいますか、将来的にどういったことをし

なければならないのか、どういう体制を守るべきか、そうした協議の５年間にもなろうか

と捉えております。 

　このように、この予算につきましては３年度の決算状況からということですが、３年度

の決算における患者数、夜間休日の救急外来についてです。総患者数は７４１名で、うち、

厚岸町は５４２名の７３．１５％、浜中町は１５８名の２１．３２％となります。その他

が４１人の５．５３％となってございます。 

　この実績を見ますと二十二、三％平均になります。実際のところ、患者数につきまして

はコロナ禍において半数以下に減少しております。そうなりますと診療報酬は減額になり

ますので、赤字といいますか、収支不足額も増加傾向になるということです。 

　そのような中でも医師に係る経費、看護師に係る経費は変わりません。むしろ、医師に

係る経費は年間で何百万円も増えていっている状況でございますので、負担金額が大きく

なるのもやむなしかなとは思っておりますが、急激に増えますと、財政運営上、予算編成



- 20 - 

 

上も非常に苦慮しなければいけないため、このような措置を取らせていただいているとい

うことです。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　ごみ減量化対策に要する経費のうちの資源物リサイクル

活動交付金の関係でご質問にお答えします。 

　まず、各自治会・町内会で回収し、最終処分場に運んでいる自治体は１３自治会・町内

会あります。議員がおっしゃるように、確かに回収が困難な自治会、町内会もあるとは思

いますが、交付金の額を算定するとき、基本割として３万円、加入世帯割として１世帯当

たり３００円は各自治体にお支払いしているので、そちらを有効に活用していただきたい

と思っているところです。 

○議長（波岡玄智君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　１点答弁漏れがございました。 

　患者は救急車なのか、マイカーなのかについてですが、基本的に、救急車につきまして

は、厚岸町立病院ではなく、釧路市内の病院に搬送されるということになっております。

そのため、救急患者の多くはマイカーを利用していると捉えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君）　１１番中山眞一議員。 

○１１番（中山眞一君）　厚岸町立病院に行かれている方が１５８人ということで、これ

は昔から見たら随分減ってきているのかなという気がします。それにより負担金が僅かず

つでもちゃんと増えてきているのか、ちょっと不安に思うところであります。昔は４００

人くらい行っていたというときもあったような気がしているのですね。 

　そこでもう一度聞きますが、１９００万円という金額は新年度からも変わらないと捉え

てよろしいですか。 

　そして、１３９ページのことについてです。 

　今お聞きしましたら、資源ごみを持ち込んでいるのが１３自治会・町内会ということで

した。それでは、残りのところは持ち込んでいないと捉えてよろしいのですね。一番多い

町内会で幾らぐらいになりますでしょうか、それだけ教えてください。 

○議長（波岡玄智君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（金澤剛君）　再質問にお答え申し上げます。 

　参考までにコロナ禍になる前の患者数をお話しさせていただきます。 

　平成２９年度は、総患者数が１６５０人、そのうち、浜中町の患者は４３５人で、全体

の２６．３％となっていました。厚岸町は１１２１人で、６７．９％です。しかし、令和

３年度は、そこから７４１人まで全体で減っています。令和２年度は８４４人なのですが、

新型コロナウイルス感染症が蔓延してから患者数が半分以下くらいまで減少しております。 

　患者数の構成比でいくと、一番高くて２６％程度ですが、２１％から２３％くらいです

ので、患者数の構成割合は厚岸町と浜中町では変わっておりません。ただ、救急で厚岸町

立病院にかかる方が全体的に減っているということです。 
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　そして、１９９３万円の金額は来年度も変わらないのかということで、再度の答弁にな

りますけれども、５年間同じ金額となります。途中で協定変更となれば話は別です。救急

体制の維持をどうするのかについて、双方の町で新たな方向性を見出さなければならない

などの事情が発生すれば変わってくるかと思います。 

　ただ、先ほども申し上げましたとおり、これまでの算定方法からして、令和４年度から

いきなり３００万円も増額になる、それが繰り返されるということになりますと、予算編

成上、見込みを立てられません。ですから、今後５年間については基本的にコンクリート

させてほしいと話しております。その５年間の実績を見て、６年度目にはその次の５年間

というように、ある程度長いスパンでの負担金の算定にしていただいたということでご理

解をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　リサイクル活動奨励交付金の関係でお答えいたします。 

　資源物で前期と後期の支払いがあり、まだ前期の段階ですけれども、この中で一番多い

のは榊町自治会で、１０万円程度となっております。 

○議長（波岡玄智君）　次に、第５款農林水産業費の質疑を行います。 

　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　それでは、３点か４点になりますけれども、お願いします。 

　１点目は、１４９ページの農業委員会委員に要する経費のうちの報酬６７５万円につい

てです。 

　前年度当初予算より増えています。そして、１５１ページには農業委員候補者評価委員

報酬というものがあります。恐らく、令和５年度途中で農業委員の交代があることが推測

されます。３年前でしょうか、たしか、定員を充足できなかった状況があったように記憶

しています。現時点において定員を充足できることを見込んでいるのか、分かればお答え

をいただきたいと思います。 

　また、これがその定員分であるとするならば、農業委員の報酬は１人幾らなのかという

素朴な疑問がありまして、委員の年額報酬を教えていただければと思います。 

　加えて、農業委員というのは、毎月の総会のほかに、状況によっては、調査など、いろ

いろなことをやらなければいけません。そういうことも含めた農業委員の方々の年間の活

動日数とはどれぐらいなのでしょうか。これは委員によって違うのかもしれませんが、平

均でどれぐらい活動をされているのか、それも併せてお答えをいただければと思います。 

　次に、１５５ページの一番下の農業後継者対策に要する経費のうちの町農業後継者対策

事業推進補助１２０万円についてです。 

　これは、俗に言う後対協と言われているものだと考えていまして、農協が活動している

のだろうと思いますが、この数年のコロナ禍での後対協の活動状況はどうだったのか、成

果があったのかどうかも含め、お知らせをいただきたいと思います。 

　次に、１６９ページの中ほどにあります基金積立金の１０００円についてです。 
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　森林環境譲与税基金利子積立金ということですが、このものではありません。前年度は

利子積立金のほかに譲与税の予算措置がない部分は基金化したと受け止めていますけれど

も、５年度予算ではそれがありません。譲与税の歳入の見込みはあるのですが、今回、こ

こに積立てをしないということは、これまでの基金を使って予算化したのか、それとも、

歳入に見込まれる予算を全額何かに予算化したのか、知らせをいただきたいと思います。 

　次に、１７５ページの補助金の産業振興奨励補助７４４万８０００円についてです。 

　この中に町種苗センター運営費補助２８００万円に対する１０％の２８０万円を含めて

奨励補助としているかと思います。町種苗センターというのはウニ種苗センターのことだ

ろうと勝手に解釈して質問しますが、ここが稼働してもう２年ぐらいになりますか。この

間、ウニ種苗を生産されたのだろうと思いますが、この種苗センターでどの程度生産され、

町内の漁家に売り渡すことができているのでしょうか。 

　あわせて、散布の種苗センターだけでは漁家が希望する種苗の数を補えているとは思え

ないので、ほかからも購入していると思います。町全体で、ウニ種苗に関し、漁家はどの

程度必要としているのか、それに対して散布のウニ種苗センターの供給力はどれぐらいと

なっているのか、もしお分かりになれば教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（酒井美和子君）　それでは、１４９ページの農業委員に要する経

費のうちの報酬について数点のご質問をいただきましたので、お答えしたいと思います。 

　まず、農業委員の数について、農業委員は条例の定数上では１３人ですが、現在は１２

人で活動を行っておりまして、令和２年の改選期からこのような数になっております。 

　なお、議員がご推察のとおり、今年７月に改選を迎えます。その改選に当たり農業委員

の募集を行っているのですが、２月１日から２８日までが募集期間となります。その募集

期間中に応募があった数でございますが、地区からの推薦が９名、農業団体からの推薦が

３名、一般応募が１名、合計で１３名です。 

　条例の定数を充足できるのかというご質問でしたが、これが評価委員会に諮られ、いず

れは町長からの任命という運びになるかと思いますが、現在のところは定数を充足できる

見込みです。 

　次に、農業委員の報酬というご質問についてです。 

　報酬については平成１７年度からこの金額になっておりますが、会長で月額５万３７０

０円、年額にすると６４万４４００円です。そして、委員の報酬月額は４万３３００円、

年額にすると５１万９６００円でございます。 

　最後に、活動内容というご質問についてです。 

　農業委員の活動は農業委員会法第６条で義務づけられておりまして、まず、第６条第１

項は、法令業務と言われているのですが、農地法による事務、農業経営基盤強化促進法あ

るいは農業者年金基金法、農地中間管理事業法などの事務となります。 

　具体的には、現地に赴いて現地調査を行ったり、農地の評価を行ったり、その農地の評
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価に基づいて地域に入り、利用協議を行うということがあります。そして、最終的にはこ

れが総会に諮られるのですが、総会での審議を行います。 

　そして、第６条第２項は、法令ということではないですが、必須業務となっている活動

があり、農地利用の最適化の推進というものです。 

　これは主にどういうことかですが、農業委員が地区に戻ったときに地域の中で行う活動

のことで、例えば、地区地域の農業者からの相談に応じる、あるいは、地域の中の農地を

見回りし、遊休農地が発生していないなどを点検します。 

　これらが農業委員の主な活動の内容ですが、活動日数としましては、春先、繁忙期が終

わった秋、あるいは、一番草と二番草の刈り取りの間に活動が集中するのですけれども、

月平均でならすと４．５日ぐらいになるかと思います。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まずは、１５５ページの町農業後継者対策事業推進補助１２０

万円に係る協議会の活動状況についてです。 

　今、議員から言われたとおり、このコロナ禍により、事務局は活動しているのですけれ

ども、それに関わる各種イベント等は全て中止でございました。秋口からはコロナの収束

の兆しが見えつつありましたので、１１月に釧路でカップリングパーティーを行いました。

また、同じ年の１２月には、ふれあい交流会ということで、こちらは開発公社主催なので

すけれども、札幌でイベントが１件ありました。 

　成果等につきましてはまだ見えていないのですけれども、情報によりますと、お互いの

連絡先は聞いているということで、事務局としてはそれを温かく見守っているところでご

ざいます。 

　なお、令和５年度の活動につきましては通常どおり行うということが決まっています。 

　次に、１６９ページの基金積立金についてです。 

　今年度は、森林環境譲与税について、基金の積立てはいたしておりません。議員が先ほ

ど言われたとおり、今、森林環境譲与税の使途につきましては適切に、なおかつ、残余金

が出ないようにきちんと執行してくださいという話を国からされています。 

　また、予算科目の内容ですが、緑化木の購入や誕生祝い品、人材育成支援負担金、担い

手対策推進協議会負担金、そして、植樹祭に関わるもの、さらに、生物多様性の保全に関

わるもので、トータル予算は７３８万８０００円です。 

　これにより歳入のほうで逆に不足しており、一般財源から６４万円程度を持ち出し、事

業を執行したいと考えております。 

○議長（波岡玄智君）　この際、暫時休憩します。 

（休憩　午後　０時０１分） 

（再開　午後　１時００分） 

○議長（波岡玄智君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　日程第２、議案第２４号の質疑を続けます。 
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　第５款農林水産業費の質疑を続けます。 

　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　１７５ページの育てる漁業に要する経費のうちの産業振興奨

励補助の浜中町ウニ種苗生産センター運営費補助についてご説明申し上げます。 

　令和３年度の出荷数につきましては、３００万粒の計画中、２１２万粒になります。そ

して、今年度の種苗生産につきましては、計画３００万粒のところ、３００万粒を生産し

ております。 

　続きまして、ウニ種苗センターの必要数について、当初の計画から話をさせていただき

たいと思いますが、当初の計画のときに７３５万９０００粒が要るということになってお

ります。 

　続きまして、浜中町ウニ種苗生産センターができてからの計画になります。 

　放流については５０％、養殖については５０％となっており、放流数は皆増で１５０万

粒増えます。また、養殖についても５０％増えまして、散布漁協の新規着業者１５件分を

含んでおります。 

　必要種苗数は８９４万５０００粒で、こちらを引きますと、他の地域からになりますけ

れども、厚岸町にあります釧路管内水産種苗生産センター、別海町のウニ種苗育成センタ

ー、羅臼町ウニ種苗生産センター、上磯郡漁業協同組合ウニ種苗生産センター、泊村栽培

漁業センターから買っている５９４万５０００粒となります。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　それでは、再質問させていただきます。 

　１点目は、農業委員会についてであります。 

　先ほどのお答えですと、農業委員の報酬については、平成１７年からこれまで、会長は

５万３７００円、委員は４万３３００円ということだったと思います。平成１７年からと

いうことでありましたが、それ以前はどうだったのでしょうか。恐らく、もう少し高かっ

たのだろうと思います。 

　また、活動状況のお知らせをいただきましたけれども、春から夏、秋にかけて忙しく、

月平均すると４．５回程度というようなお話でございました。単純に１２倍すると結構な

日数になるのではないかなと思いますが、それから考えてこの報酬額というのは果たして

適正なのか、疑問に思います。 

　この件に関しましては私が昨年３月のこの場でもお話ししたかなと記憶しています。議

事録は見ていませんけれども、お話をしたような記憶が残っています。しかし、令和５年

度の予算を見ますと平成１７年のときからのものと変わらないという認識に立たざるを得

ないのですが、どうなのでしょうか。 

　今回は、自薦や他薦、そして、先ほどの局長の話ですと、何とか定数を充足できそうだ

というお答えだったと思うのですが、やはり、これだけの活動日数があり、しかも、現地

調査など、いろいろなことを考えますと、自分の仕事の予定が狂ってしまうということも
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あるかもしれません。つまり、仕事を犠牲にしてまでとは言いませんが、かなり大変なと

きにもやらざるを得ないというようなことになるわけで、このことについてはこのままで

いいのかどうか、改めてお聞かせをいただきたいと思います。 

　次に、いわゆる後対協の関係です。 

　最近はあまり大きな活動ができなかったというお答えだったと思います。５年度につい

ては何とか頑張ってやっていきたいというようなことだったと思うのですが、今の時代を

考えますと、これまでやってきたことに加え、ほかのことを考えられないのかなと思いま

す。 

　なかなか参加しづらい状況があるということが後継対象者の中にはおられるのではない

かと思うのです。ですから、行かないにせよ、何か違ったアピールの仕方も必要ではない

でしょうか。私はもうちょっと違った策を講じるべきではないかなと思うのですが、それ

に対してどのように考えられているのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

　次に、森林環境譲与税の関係です。 

　今年度は、様々なものに予算措置し、総額７３８万３０００円ということでした。そし

て、先ほどのお答えですと、一般財源を用いて入ってくる分を上回る予算措置をしたとい

うことですが、基金がまだ残っていますよね。一般財源を使うということ、基金から繰り

入れること、そうした判断といいますか、どういうことで一般財源をもって予算を補充し

たのか、聞かせていただきたいと思います。 

　次に、種苗センターの関係です。 

　ただいまのお答えですと、３年度は２１２万粒で、今年度は３００万粒だということで

した。町内でこれだけの種苗が確保できることは大変喜ばしいことです。全体の必要量が

８９０万粒というお答えもあったのですが、その中で３００万粒を地元で調達できればこ

れから先のいろいろな状況変化にも対応できるでしょうし、この種苗センターが安定的な

提供先としてこれからも重要になるのだろうと思いますので、これからもしっかりと取り

組んでいただければと思います。 

　一方、私は漁業者ではないので、詳しいことは分からないのですけれども、地球環境の

変化や魚種の変化など、いろいろなことがこの数年に起きてきています。こういうことを

踏まえますと、将来の漁業に何らかの変化が生まれてくる可能性も少なからずあるのでは

ないかなと思うのです。また、今、あちこちで陸上養殖などが実際に行われているという

こともありますので、そういうことも含め、将来の漁業振興、漁業政策について行政とし

てはどのようにお考えなのか、この際ですからお聞きしておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　副町長。 

○副町長（齊藤清隆君）　それでは、再質問にお答えをさせていただきます。 

　１４９ページの農業委員会委員に要する経費のうちの報酬についてです。 

　議員がおっしゃるとおり、行政委員、非常勤特別職の報酬については、平成１７年度の

財政再建プラン、それから、行財政改革の一環で１０％削減する報酬の見直しを行い、今
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に至っております。 

　農業委員は月４．５日というところで、年間で５４日拘束されるということでありまし

て、定例会に出席するだけではなく、調査活動、それから、法令業務も含め、フィールド

ワークの比準が大きいということであります。そのフィールドワークの比準の大きさに見

合った対価ということでありますが、報酬額の見直しからもう１８年がたちますから、１

０％戻すといったことも含めて協議し、スピード感を持った報酬額の見直しに取りかかっ

てまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

　なお、特別職の審議会には前回お諮りをしていまして、同時に協議させていただきたい

と思っています。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　１５５ページの後継者対策に要する経費の絡みで、協議会の在

り方に関し、今までどおりのやり方ではどうなのかというご質問についてです。 

　コロナ禍により、実際、正直３年弱ぐらいは活動できなかったというのが実態でござい

ます。逆に言えば、協議会としても活動できなかった分の残余金が出ております。そこで、

残余金を活用し、違った形で今後の取組を行うことができないか、２月に農協と担当者と

私とで協議しました。 

　先ほどの議員の話にもちらっとありましたけれども、このご時世に合ったやり方という

ことで、今、ある企画会社にプランニングしていただいております。タイトルは浜中町酪

農後継者対策事業ミッションというもので、協議会としてはその役割や使命といったこと

を主眼に置いております。その中で後継者対策事業の見える化を図りたいということで様々

な取組を行おうと考えておりまして、例えば、ＱＲコードを利用した各種媒体の添付や町

が企画するイベントの情報付託、そして、各ＪＡでも同じような取組をしておりますので、

横の連携をつなげるための情報共有の手段、メディアの配信と露出などです。今、企画書

が出来上がってきたところでして、これを基に、議会が終わって３月中には、協議会、Ｊ

Ａ、役場、今言った企画会社を入れ、協議していく予定です。 

　なお、予算は限られておりますので、プランニングしてもらったもののうち、できるも

のから始めていくことにはなるのですが、その企画に沿って取り進めていきたいと考えて

おります。 

　次に、１６９ページの森林環境譲与税についてです。 

　１２月末までに２３０万１０００円の基金の積立てがございます。この扱いにつきまし

ては各町村でいろいろな考え方がございまして、例えば、ある程度ためてから箱物をつく

るなどの予定があります。当町では、今のところ、ハードについての検討はしていないの

ですけれども、ソフト部分として、先ほど申し上げた生物多様性授業に主眼を置き、ある

程度の基金が積まれた段階でそれを活用した取組をしたいと考えているところです。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　ご質問にお答えいたします。 
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　漁業の振興の考え方についてです。 

　現在、地球環境の変化で水温が上がってきているということは水温を測っている水産課

としても考えております。それも含め、これからは育てる漁業が主になるのかなと考えて

おりますし、先ほど議員がおっしゃいました陸上養殖も始めたいということで視察をした

りしているということも伺っております。 

　なお、試験事業であれば陸上養殖はすぐできるのですが、海面を使った養殖事業になり

ますと、各漁業圏の区画漁業権や海の利用など、ハードルが結構高いのが現状であります。

ただ、そうしたことを言っていても漁業の振興になりませんので、両組合から予算編成時

に漁業が今どういう状況になっているのか、また、困っていることはないのかをお聞きす

るなど、連携していきながら、今できる漁業振興について、毎年、少しずつではあります

が、事業を実現していきたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　１点目の報酬に関わってです。 

　今、副町長からは検討させてくれというお答えだったと受け止めています。３月定例会

冒頭で特別職並びに議員の報酬については見事に何の反対もなくすんなり成立したのであ

りますが、このことに関しては予算措置上の考慮が全くなかったということになるのだろ

うと思います。 

　いずれにしましても、特別職なり議員の報酬に関わっては、特別職は４月１日から、議

員は５月１日からということで、足らざる部分は補正で対応するということに恐らくなる

と思うのです。それと合わせて、非常勤特別職についてです。先ほど副町長がお答えにな

ったので、同様の対応をすべきではないかなと考えます。 

　古い話ですが、昔のほんの一時期、私も農業委員の端くれをやっていた経験がありまし

て、月額報酬を聞いて、１０％カットされたままなのだなと受け止めたことがあったので

す。自分たちだけがと受け取られないよう、こういう部分を含めてしっかりと検討し、予

算措置を講じることは必要なことだと思います。 

　今回も何人かの委員が入れ替わるのですが、なかなか成り手がいないのです。先ほど言

ったように、日中の忙しいときに駆り出されるというようなこともあって、議会と同様に、

農業委員の成り手もなかなかいないのです。こうした成り手不足というのはどこでもある

ことで、それを報酬でカバーできるという話ではないのかもしれませんけれども、積極的

に対応していただければなと思います。その覚悟があるかどうか、最後にお聞きしておき

たいと思います。 

　次に、後対協の関係です。 

　今、いろいろと検討されているというお答えでしたが、やっぱり、前進が見られるよう

な、変化が見られるような取組になってほしいなと思います。いつの時点でしっかりと方

向性が出されるのか、現時点で言えないのかもしれませんが、いつ頃までにはこういうも

のをやりますよということが言えるのであればお願いいたします。 
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　次に、森林環境譲与税についてです。 

　２３０万円ほどの基金があり、それを崩さず、積み立てていって、生物多様性に関して

活用していきたいというお答えでした。しかし、昨年も譲与税に関しましては私から何か

言ったような記憶があります。果たして、当町の額は多いのか少ないのかという話をした

ら、当時の農林課長は絶対的に少ない、上に文句を言いたいというふうなお答えをしてい

たような気がします。その後、一体、何の変化があったのか、何の変化もなかったのか、

お答えをいただきたいと思います。 

　漁業関係に関しては、これ以上質問するほどの知識がございません。これからも一生懸

命取り組んでいただければなということで了解をさせていただきます。 

○議長（波岡玄智君）　副町長。 

○副町長（齊藤清隆君）　それでは、答弁をいたします。 

　念押しで白黒はっきりしろということだと思いますが、先ほども申しましたとおり、ま

ずは、財政当局、そして、関係課も含め、協議をさせてもらい、原案をもって審議会にか

けるという運びでいきたいと思っています。 

　その見直しの時期について、４月や５月という話が出ましたが、農業委員だけではなく、

ほかの委員もおります。できれば４月にと思っておりますけれども、まずは協議させくだ

さい。 

　なお、今は１０％削減した状態ですから、それを戻すというのは別に審議会がなくても

という話でありますけれども、念のための内部協議もしまして、そういった運びでいきた

いと思っていますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まず、１点目の１５５ページの後継者育成対策事業についてで

す。 

　先ほどちらっと申し上げましたけれども、プランニングが２月末で終了しました。次の

展開として、３月すぐさまという話を事務局から話が来たのですけれども、何せ、３月定

例会があるので、ちょっと待ってほしいということで、私から３月下旬ということでお願

いした次第です。 

　協議会のやる事業ですから、町が顔を出すのはという問題もありますけれども、ある程

度の話の方向が決まるまでは町と協議会と事務局が一緒になって方向性を固めていきたい

と考えております。 

　なお、方向性については、４月や５月など、年度当初には決まると思いますので、今後、

それに基づいて取組をする予定です。 

　次に、１６９ページの森林環境譲与税についてです。 

　国でも調査をやっております。ただ、算定根拠についての調査結果は町にはまだ示され

ておりませんので、国に強く要望したいと思います。いかんせん、去年にもお答えしたと

思うのですけれども、浜中町は森林面積の割に就労人口、林業従事者が少なく、たしか管
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内で一番少なかったと記憶しています。そうしたことも含め、強く国に訴えていきたいと

考えております。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　１５５ページの中山間地域等直接支払事業に要する経費のうちの

補助金についてお聞きしたいと思います。 

　農業者が自ら定める協働取組活動にこの交付金が使われていると聞いておりますが、前

年度対比３１６６万４０００円の増になっておりまして、資料で面積を確認しましたら前

年度よりも面積が相当増えておりました。その差がこの数字に表れたのかなと思っていま

すけれども、その算定根拠についてです。 

　また、増えた補助金がどのように使われるのか、浜中別寒辺牛集落と根室集落の二つの

集落があるわけですけれども、それぞれどのように使われるのかをお知らせいただきたい

と思います。 

　次に、１５７ページの新規就農者誘致育成に要する経費についてお聞きします。 

　農業経営技術研修受入れ事業助成金について、前年まで新規就農者誘致に要する経費で

９００万円だったのですが、これが事業予算に組み込まれたということですね。しかし、

１０万円くらいしか増えていません。事業内容を過去に聞いたことがあるような気がする

のですが、思い出せませんので、この事業の内容について改めて説明していただければと

思います。 

　次に、１６３ページの町有林整備事業に要する経費のうちの委託料の造林事業委託料に

ついてです。 

　事業説明では人工林造成ほかとなっていたと思いますが、前年度対比で２９７万６００

０円の減額になっております。前年度の内訳でいきますと、人工林造成事業、下刈り事業、

野草駆除事業、除間伐、複層林整備、受光伐、森林病害虫等被害地造林事業となっていま

したけれども、それぞれ何ヘクタールぐらいずつやるのか、それから、事業内容について

も説明をいただければと思います。 

　次に、１６７ページの有害鳥獣被害対策に要する経費のうちの委託料についてです。 

　エゾシカ等有害駆除の委託料で、２６３万２０００円ということです。エゾシカについ

ては、２０００頭から２５００頭に拡大するということで、これはよかったなと思ってい

ます。ただ、湯沸地区のエゾシカ対策については、前年度が３９万６０００円で、１３万

２０００円増え、５２万８０００円の予算計上でありました。湯沸地区については何頭を

駆除することになっての予算なのか、算定根拠があれば、湯沸地区の分だけ教えていただ

きたいと思います。 

　それから、確認の意味で１６９ページの生物多様性の保全に要する経費の話をさせてい

ただきます。 

　浜中町森海をつなぐシマフクロウ地球の森ということで、令和３年度から令和７年度ま

での森林整備計画、道有林の中のものだと思うのですけれども、道と町、散布・浜中漁協
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と協定を結び、豊かな海を育む森づくり事業を展開するための予算と捉えてよろしいでし

ょうか、確認をしておきたいと思います。 

　次に、１７１ページの水産振興に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　新川、琵琶瀬、瀬戸をしゅんせつするという内容でありましたが、いつ頃にしゅんせつ

するのでしょうか。あわせて、修繕料に関してですが、浜中町の昆布をＰＲする看板が町

内にありますよね。両漁協前、漁村センター前、それから、琵琶瀬の展望台に立っている

わけですけれども、サビが上がっていて、結構ひどいのです。 

　水産振興基金が７５００万円ちょっとあるはずですが、それを活用してはどうでしょう

か。両漁協からも振興基金として積立てをしているわけですよね。それに、今、国定公園

に昇格になったわけですが、すばらしい眺めのところにさびた看板が立っているというの

は好ましくないのではないかと常日頃から思っていましたので、早急に対応していただけ

るかどうか、確認したいと思います。 

　次に、新川船揚場整備工事の関係です。 

　あと２年ぐらいかかるのではないかと思っていましたが、新年度に完了するということ

で大変うれしく思っております。その上で工期についてのみお知らせいただきたいと思い

ます。 

　そして、その下の原材料費でありますけれども、２１万５０００円ということで、前年

度より２万８０００円増えています。この使途についてはまだ決まっていないということ

かもしれませんが、高潮や高波などで決壊した船揚場の施設があるのです。特に、琵琶瀬

海岸は、離岸堤といいますか、波防提が目の前にあるのですが、それを越波し、防潮堤に

ぶつかるぐらいまでの波があったことがあります。それぞれ個人の財産ですけれども、船

を揚げたり車が昆布拾いに下がったり上がったりするときに使っているところが大きく決

壊しているのですよ。 

　地元の人方がミニタイヤショベルを持っていますので、決壊しそうな場所に事前に堆積

をしておくと自分たちで整備するというようなことも可能だという話がありますし、砕石

ではなく、ズリ石程度で十分だと思いますので、二、三台置くというような考えを持って

いただきたいなと思います。昔、辺地に住む人方の思いやり事業というものがありました

けれども、それに倣って対応していただければと思います。 

　次に、１７７ページの漁港整備に要する経費のうちの漁港工事地元負担金についてです。 

　琵琶瀬漁港１億５０００万円の負担割合１５分の２ということで２０００万円の予算が

つけられていて、水門より外の右側物揚場の補修工事を継続事業としてやられるのかなと

思っていますが、昨年度は令和８年度には全部を終えたいという話だったかと思います。

これは計画どおり進んでいるのかどうか、短くなるのか、もっとかかるのか、その様子を

教えていただければと思います。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まず、１点目の１５５ページの中山間に要する経費のうちの負
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担金についてです。 

　今回の増額分は、所得超過者の減による交付対象の面積の増となります。今まで所得制

限がかかっていて面積要件から外れていた者ですが、所得が落ちて交付対象者となり、そ

の面積が上積みになったということでこのたび増額要求となりました。 

　取組としましては、従前とおりの農林生産基盤活動等を維持するための活動や農業生産

活動等の体制整備のための取組を継続して行ってまいりたいと思っております。 

　次に、１５７ページの新規就農者誘致育成に要する経費のうちの補助金の農業経営技術

研修受入れ助成金についてです。 

　先ほどお話がありましたとおり、もともとの予算科目である新規就農誘致に係る経費と

合算になっており、額にしまして９１０万円となっております。 

　この制度につきましては、新規就農を目指す研修生を受け入れた団体への助成で、参考

までに申し上げますが、今回は１７名分補助で、研修牧場１０人、酪農ヘルパー組合７人

の予算計上でございます。 

　次に、１６３ページの町有林整備事業に要する経費のうちの委託料の造林事業委託料に

ついてです。 

　事業の整理により、それぞれの事業を一本化しております。 

　その内訳についてですが、人工造林委託料で、工期は４月から５月、面積は１３．９６

ヘクタールです。次に、下刈り事業で、工期は６月から８月で、面積は６０．８６ヘクタ

ールです。次に、野草駆除事業委託料が１６１．７１ヘクタールで、事業内容は野ネズミ

駆除で、ヘリコプター薬剤散布です。次に、除間伐事業ですが、面積は９．９４ヘクター

ル、工期は１０月から１１月です。次に、受光伐事業委託料です。これは間伐と似たよう

なものですけれども、間伐によって光を入れる事業となります。面積は６．００ヘクター

ルで、工期は８月から１１月です。次に、新規となりますが、エゾシカ侵入防止柵整備委

託料です。延長は１２００メートルで、工期は４月から５月です。次に、自家植栽事業委

託料で、俗に言う複層林のことですが、面積は６．１３ヘクタールで、工期は４月から５

月です。次に、複層林の下刈り事業ですが、面積は１２．０３ヘクタール、工期は６月か

ら８月です。 

　以上の８本の委託料を含めた合算が予算計上した３６０８万１０００円となります。 

　次に、１６７ページの湯沸の件についてです。 

　予算が１３万円増えた要因ですけれども、鹿１頭当たりといった補助ではなく、活動費

となります。湯沸まで降りてくる実情を見まして、回数分の見合いから増額したという経

過でございます。 

　最後に、１６９ページの生物多様性についてです。 

　こちらの経費全てが協定に基づくものかというご質問ですけれども、町単独の事業も含

まれております。協定に係る分の予算で言いますと、原材料費が１５６万４０００円とな

っておりますが、町単独で行うエゾシカ侵入柵と今言った道有林への鹿柵の設置という２
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本立てで、今の協定に基づくものは道有林のものとなります。延長にしまして５７５メー

トル、金額にして１０１万８０００円です。 

　この原材料を町で助成するという経過ですけれども、この協定には漁組、両漁協、町、

北海道となります。北海道につきましては場所の提供ということで、金銭的な補助はない

のですけれども、何度か協議しまして、要は海を守ることが主眼であり、河川の下流にき

れいな水を運ぶということから、散布漁協、浜中漁協の両漁協に苗木代をお願いし、町は

原材料費、鹿柵ということです。これについては天然林を考えていまして、天然林を植え

る場合には、当然、鹿柵がなければという考えで、鹿柵の分を町で予算化したという経過

でございます。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　１７１ページの水産振興に要する経費のうちの修繕料の新川

航路掘削と琵琶瀬、瀬戸の掘削になりますが、さお前昆布前の５月下旬から第１週をめど

に行いたいと考えております。 

　次に、昆布の看板についてですが、浜中漁協の製品部長から相談がございました。しか

し、ちょうど２月の予算編成が終わってからのご相談だったものですから、対応ができて

おりません。ただ、さびているところは確認しておりますので、今後、どのぐらいの費用

がかかるかを聞かせていただきながら検討してまいりたいと考えております。 

　次に、同じページの新川船揚場整備工事の時期についてですが、１０月から３月という

ことで、例年同様を考えております。そして、先ほど議員がおっしゃいましたとおり、来

年度が最終年でして、工事の完成を予定しております。 

　次に、１７３ページの原材料についてです。 

　これは、１２月の高潮の関係のものです。ただ、当時、海岸を回れなかったものですか

ら、雪解けと同時に海岸を回ってみたいと考えております。置いておくということもでき

るとは思うのですけれども、今の高潮は予想以上の高さがあります。せっかく置いたのに

流されてしまえばということがあり、その都度の搬入を考えておりますので、ご了解をい

ただきたいと思います。 

　次に、１７７ページの漁港工事地元負担金についてです。 

　工期は令和８年度までの予定だったのですけれども、現在、北海道から聞いている話で

ございますと、コンクリート等の原材料価格が上がっており、予定よりも金額がかかって

いるというふうに聞いております。なるべく８年度までに終えてほしいということは伝え

ますが、今後については、設計等、金額が分かり次第ではないと分からないということに

なっておりますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　農林関係については全て了解です。 

　水産の関係ですけれども、１７１ページの水産振興に要する経費の関連質問で話をした

看板についてです。 
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　漁協の担当部署で見積りを取ってあるようですが、一、二年前の見積りかもしれません。

それに、今回、部材の単価が上がっているので、見直しをかけて対応する必要があると思

いますし、これはぜひ早急に実現をしていただきたいので、再度ご答弁をいただきたいと

思います。 

　次に、高潮対策についてです。 

　置いておけば流される可能性があるので、その都度運ぶということでした。引き続き、

そのようにお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　ご質問にお答えいたします。 

　昆布の看板については、先ほど議員がおっしゃいましたとおり、見積りが１年前で古い

ということがあります。しかし、最近は原価などが上がっているものですから、見積りを

再度もらって検討したいと考えておりますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　１６７ページの有害鳥獣被害対策に要する経費１５９２万２００

０円のうちの報酬についてです。 

　ヒグマ駆除等従業者報酬が３９万円です。前年度が３６万円の予算で、執行残が２４万

円になっておりますが、執行残があるということは熊の駆除頭数が少なかったということ

になるのでしょうかね。道内のヒグマの確定生息数は１万１７００頭と言われております

が、浜中町でも個体数の増加で人間の生活圏に出没する回数が多くなり、駆除されるケー

スが増えてきております。しかし、的確な駆除をしていただいて、人に対しての被害が出

ておりません。その点は感謝しております。 

　その上で伺います。 

　猟友会の厚岸支部浜中分会の会員が令和３年で４７人となっておりました。浜中町の会

員がそのうち幾らかをお聞きしようと思っていましたが、同僚議員が前回の一般質問の中

で聞いていまして、令和４年で３１人、平均年齢が５５歳ということだそうです。５５歳

というのはすごく若いですよね。今、ハンターの高齢化が叫ばれている中、若い平均年齢

だと思っておりますが、その３１名のハンターの中で熊撃ちの委嘱を受けている方は何人

いるのでしょうか。それから、執行残がありますから、出動回数が少なくなっているのだ

と思いますが、その内容等を教えていただきたいと思います。 

　また、熊１頭の駆除報酬をハンターから聞いたところ、７５００円ということです。私

としては安いなと思っているのですが、１頭駆除につき７５００円というのは妥当な報酬

なのか、お聞きします。 

　それから、熊が出没した場合というのは人間の生活圏に入ってきたということで、出動

要請がかかると思うのですが、その出動要請に対して報酬があるのかを伺います。 

　次に、有害鳥獣駆除委託料についてです。 

　先ほど川村議員からも話がありましたが、エゾシカが２０００頭から２５００頭に増え
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まして、１２５０万円、野犬が２０万円、湯沸地区のエゾシカ捕獲５２万８０００円とい

うことでした。生物多様性が叫ばれている中でありますが、エゾシカの爆発的な増加で生

態系が壊れてきております。 

　これは余計なお話になりますが、チョウが激減をしております。チョウは、自然を守る

バロメーターというふうに言われておりますが、鹿の急増でチョウが食べる草花がほとん

ど食べ尽くされ、チョウの生育環境が失われているとされております。それもあり、赤い

バラによく似合うアゲハチョウが絶滅危惧種です。 

　アゲハチョウがレッドリストに入った経緯には、農薬の防虫剤、殺虫剤もあり、そうい

う影響もあってのことでありますが、アカトンボも農薬、殺虫剤の影響を受けているよう

でして、私も１０年くらいはアカトンボを見ておりません。激減しております。秋に林道

を歩くと山から下ってきたアカトンボが車にぶつかってくるくらいの数がいたのですよ。

しかし、今、それが全く見られません。本当に日本の風景が変わってしまいました。 

　これは人間の影響ということですが、私の倉庫の横にヤマワサビを少し植えているので

すね。夏になって成長し切っているヤマワサビの葉にモンシロチョウが卵を産んで、あっ

という間に食べ尽くします。その光景がずっとあったのですが、おととしは一羽も来ませ

んでした。どうなったのだろうかと思っていましたが、去年、少ないですが、モンシロチ

ョウが来て、卵を産みました。 

　これについても調べてみますと、２０５０年までに完全消滅の可能性があるとされてお

ります。大局的に見れば人間が生態系を破壊しているということもあります。それは反省

をしてということになりますが、今は、エゾシカによる交通事故等、人間の生活圏を脅か

しているということで個体数を管理していかなければならないわけです。しかし、そのと

き、銃頼みになっております。 

　そこで伺いますが、第６期北海道エゾシカ管理計画は令和４年度からの５年間とされて

いますが、農林課で昨年に公表しました浜中での捕獲目標は３１４０頭ということです。

これは今言った北海道の管理計画での目標頭数ということでいいのか、伺います。 

　浜中町の猟友会の会員が３１名でありますから、１人当たり８０頭くらいになるのです

が、１人１００頭を目指せば目標頭数に達するのです。事業者が決まっているわけですけ

れども、統制はするのかどうか、伺いたいと思います。 

　それから、湯沸地区のエゾシカ捕獲についてです。 

　川村議員からも質問がありましたが、１３２万円増額の内容は、活動日数が増加する可

能性があるからということでした。では、捕獲はどのくらいを見ているのか、また、実績

はどうだったのかを教えてもらえますか。 

　それから、１月２５日に酪農学園大学が湯沸の調査をされたということです。その調査

では湯沸には２５頭くらいいるのではないかという報告でありましたが、鹿が湯沸山にあ

る干場の上を歩いているというのはびっくりでしたね。漁業にも影響を与えているのだな

ということが分かりました。 
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　その中で分かってきたのが鹿は潮路橋を往来しているということです。大橋も何頭か渡

っているようでありますが、ほとんどは交通量の少ない潮路橋を往来しているそうです。

当然、湯沸山を生息場としているものもいるのだと思いますが、ここを止めなければ対策

にならないと思っているのですよ。 

　新川までは電柵が入っていますから来ることはあまりないと思います。川もありますか

らね。となると、暮帰別から榊町の間に金網柵でも設置して止めない限り、湯沸山、霧多

布では減ることはなく、増えていくのだと思います。 

　そこで、どういう対策を考えているのか、その点を伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　１６７ページの有害鳥獣対策に要する経費のうちのヒグマの件

についてです。 

　その前に、町の猟友会の人数を先ほど３１名と申しました。３１名は合っていたのです

が、平均年齢は５２．９歳でした。すみませんが、そのように押さえていただきたいと思

っております。 

　それでは、熊の件です。 

　従事者証を出しているのは１２名となります。また、金額について、７５００円がいか

がなものかということですけれども、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例に係るヒグマ駆除等従事者１日当たり１万５０００円の半日当分で、先ほど申

し上げた７５００円となります。これが高いか安いかについてですが、こうした条例の根

拠に基づいて支給しておりまして、担当課としては妥当な数字なのではないかと捉えてい

るところでございます。 

　次に、鹿の駆除頭数についてです。 

　駆除頭数は、１月末現在で２４５７頭となります。 

　また、ハンターの皆さん１００頭を取ったらかなりの頭数となるということについてで

す。しかし、３１名いるメンバーでも、体調を悪くしたり、自分の仕事が忙しかったりで、

年間を通じて１頭や２頭という方もおります。 

　そこで、猟友会の事務局に相談し、頭数調整を行っております。極端に言ったら、取れ

る人はもっと頑張ってくださいよということです。そうでないと浜中の目標プラン数の３

１４０頭を達成できません。３００頭ぐらいの一般狩猟を見込んだ上での３１４０頭とい

う数字の目標数です。 

　北海道のものでは浜中町は３１４０頭ですけれども、全道の各市町村で数字を持ってい

ます。ピークだった平成２３年の７７万頭の２分の１にするという計画でして、それぞれ

の団体が目標数値を達成しないとそうした数値にはなりません。 

　管内の町村においても捕獲頭数をアップしたり、浜中町のように頭数の金額を上げるな

ど、いろいろな対策を取っておりますし、第６期市町村計画でも３１４０頭ですので、合

致しております。 
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　湯沸についてですけれども、湯沸の実績として、現在、８頭を捕獲しております。雄６

頭、雌２頭で、全てくくりわなです。箱わなについてはつい最近設置したものですから実

績はまだございません。 

　次に、鹿の橋の往来についてです。 

　酪農大学の研究では、塩路橋、大橋を往来している鹿がいます。また、時間帯にして夜

中の１時から４時ぐらいの往来が激しいというデータもございました。ただ、道路や橋を

止めることはなかなか厳しいですので、入ったものに対して捕獲を重点的に行い、今言っ

たくくりわなや箱わなで対処していきたいと考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　報酬については理解できませんでした。条例でうたっているとい

うことで１万５０００円ですよね。１頭駆除すれば１万５０００円ということだと思うの

ですが、成獣と幼獣に差はあるのですか。 

　熊撃ちはハンターが命がけでやっているものですから、銃を撃つ人の立場で考えれば７

５００円というのは安いなと思います。私の聞いた方は、令和２年に４頭、令和３年に３

頭で、去年も２頭を駆除しているのです。 

　出動要請が５月１６日にかかって、駆除したのが５月３１日ですから、１６日間の出動

というと大げさかもしれませんが、生活圏の中にいるということで絶えず見て回っていた

そうであります。 

　報酬は先ほど言ったように１頭７５００円ですから、２頭で１万５０００円ですよね。

でも、１５３１円の課税があるので、課税控除され、手取りは１万３４６９円です。 

　１頭を駆除する相場という話になるとおかしいですが、他町村の報酬の在り方や出し方

を見ていると１万円から１万５０００円が一般的ということであります。条例の中で１万

５０００円うたっているのであれば、私も１万５０００円は当然の報酬だと思いますが、

そうならないという理由がよく分かりませんので、再度伺っておきます。 

　次に、鳥獣駆除の委託料についてです。 

　昨年は２４５７頭と増加している中でありますが、釧路、根室の推定頭数は１万６７０

０頭から３万５３００頭と言われています。年間の増加率というものがあるのだろうと思

いますが、釧路、根室町ではどのくらい増えると見ているのか、それを伺っておきたいと

思います。 

　次に、エゾシカについてです。 

　浜中町は鳥獣保護区も広く、雪も少なくて、栄養価の高い草があって、身を隠す場所も

あってということで、鹿としてもすみやすい大変いい環境にあるのだなと思っています。

事業費は膨らみますが、削減して固定数をコントロールしていかなければならない中であ

りますが、ハンターの平均年齢が５２．９歳、３１名ということでしたよね。ハンターが

必要ということもあるのですが、浜中町が副業解禁をされました。もし職員がハンターを

希望すれば承認対象となるのでしょうか。 
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　また、地域おこし協力隊です。ハンターとして採用すると公務員という扱いになるのだ

と思いますが、採用募集するという考え方はないのか、伺いたいと思います。 

　次に、湯沸のエゾシカ捕獲についてです。 

　くくりわなと箱わなが中心になっていくのだろうと思います。くどいようでありますが、

暮帰別・榊町方面からの移動を止めない限り鹿は増えていくのだろうと思います。学習し

ていまして、夜になると人間の生活に合わせて移動します。そこで、その考え方がないの

か、取り組もうとする考え方はないのか、伺います。 

　それから、質問とは関係ないのですが、今回、琵琶瀬展望台付近に鹿飛び出し注意の目

につく配色のいい看板が立ちました。事業費はかかっているのだと思いますが、他の設置

場所も含め、それを紹介できるのであればお伺いします。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まず、１点目についてです。 

　熊１頭当たり１万５０００円、２頭で７５００円ということについてですが、あくまで

も駆除ではなく、出動回数です。ですから、この金額で妥当なのかなと考えております。

また、他町村を見ても当町の１万５０００円というのは高いほうだということも調べてお

りますので、ご理解願いたいと思います。 

　次に、道東地区の増加率についてです。 

　現在、６９万頭で、昨年度は６７万頭ですから、２万頭増えております。北海道の区切

りでいけば、東部、北部、中部、南部となりますが、北部と東部、もしくは、東部と中部

の行き来も考えられ、その数は流動的ですけれども、湯沸地域につきましては増加してい

るというデータが出ております。 

　次に、副業の件についてです。 

　浜中町ではないのですけれども、ほかの町村の農林課の職員が狩猟免許を取りました。

そこの町村に副業規程があるかどうかは分かりませんが、ハンターとしても活躍している

という話は聞いております。 

　最後に、地域おこし協力隊についてです。 

　ハンターということであれば扱いとしては作業員的なものですので、協力隊員はハンタ

ーとはならないのかなというふうに考えております。 

○議長（波岡玄智君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　ただいまご質問がありました鹿の飛び出し注意看板の関係は

建設課で把握しておりますので、私からお答えをいたします。 

　１２月定例会で秋森議員から鹿のロードキル対策についてご質問をいただいたことをき

っかけにしまして、北海道の建設管理部厚岸出張所に鹿の飛び出しの関係の対策について

ご相談を申し上げたところでございますけれども、柵については事業費の関係もあってす

ぐにということはなかなか難しいということでした。しかし、できる対策からということ

で鹿の飛び出し注意の注意喚起を図るような措置について取り組みたいという回答があり
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ました。その後、先週の木曜日になろうかと思いますけれども、町内の道道に合計１０枚

の看板が設置されたと承知しております。 

　まずは、琵琶瀬茶内停車バス線の榊町と暮帰別の間で、往路、復路と表現していいのか

は分かりませんけれども、左右に２枚ずつ、琵琶瀬の坂から琵琶瀬展望台については、直

線部分に往路、復路に１枚ずつ、ＭＧロードにつきましても往路、復路で２枚ずつという

ことで、合わせて１０枚を設置しております。 

　黄色の光が反射するようなもの、それから、夜間でもよく目立つようにということで黒

をベースにした看板の２種類となっております。 

　また、おとついの土曜日になりますけれども、榊町方面に車で出かけたところ、道路の

舗装面に鹿注意というロードマークをつける工事をちょうどやっている最中でございまし

て、帰りに数えたところ、往路と復路の２か所ずつ、４か所にロードマークの工事をして

いただいたということを承知しております。 

○議長（波岡玄智君）　８番三上浅雄議員。 

○８番（三上浅雄君）　１７３ページの水産資源環境整備事業の負担金４５０万円につい

てです。 

　事業費調べでは火散布沼アサリ礁盛土工事（道営）になっているから、道の事業だと思

うのですけれども、４５００万円の事業の１０分の１で４５０万円が計上されているのだ

ろうと思います。その下の事業費調べの５５番の水産振興基金事業の散布漁業火散布アサ

リ礁整備受託者分担金２２５万円と上の盛土事業は同じものではないとしたら、その違い

を教えてください。 

　また、盛土工事についてですが、前年度予算が３００万円、新年度予算は４５０万円で

す。毎年度の規模でいったら３０００万円や４５００万円でやってきているということな

のですけれども、これは砂を取り換えるのか、その内容をお知らせ願います。 

　次に、１７３ページの産業振興資金貸付に要する経費５万１０００円のうちの報酬の４

万６０００円についてです。 

　この内容は分かります。私が見落としているのか、気づかないでいるのか、分かりませ

んけれども、産業振興資金貸付けそのものの原資予算はどこに載っているのですか。調べ

ても調べ切れませんでしたので、お願いします。 

　次に、１７５ページの産業振興奨励補助７４４万８０００円についてです。 

　事業費調べで見ますと、管内水産種苗センター運営費補助が１７５０万４０００円の掛

ける１０％、それから、２行抜いて下の管内水産種苗センター施設改修費補助ということ

ですが、管内センターというのはどこを指しているのか、また、施設の改修内容は何なの

か、お願いします。 

　次に、１７３ページの水産物付加価値向上事業補助１２万５０００円についてです。 

　前年度も同じく１２万５０００円が予算計上されています。先般、浜中町の青年団体と

の話合いの中で付加価値をつけたいとありました。春先の安いもの、雑行的なものに対し
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て付加価値をつけたいと何人かの弁がありました。 

　１２万５０００円を毎年計上していますけれども、何に使われているのか、現状をお知

らせ願います。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　水産資源環境整備事業負担金についてご説明を申し上げます。 

　先ほど議員がおっしゃいましたとおり、火散布アサリ礁の客土になります。こちらにつ

きましては４５００万円の事業費で、８０センチ客土する予定となっております。 

　また、次の下の２２５万円の補助に関しましては同質の事業となっておりまして、１０％

が地元負担、受益者負担ということで、散布漁協がその半分の５％を負担し、町に入れる

ということになっておりますけれども、全額を水産振興基金で補助いたします。 

　次に、産業振興資金貸付に要する経費５万１０００円についてご説明申し上げます。 

　こちらについては報酬等を予算化しておりますが、事業に対する予算については、両漁

協に予算化するに当たり問い合わせた結果、予定がないということでした。しかし、必要

があった場合、すぐに委員会を開いて予算化するということになっております。 

　次に、産業振興奨励補助の７４４万８０００円の事業内容についてご説明申し上げます。 

　管内水産種苗生産センター施設改修費補助ということで、こちらは厚岸町にある種苗セ

ンターになります。取水管が劣化し、穴が空いているため、掃除もできないということか

ら、約２００メートルの交換をいたします。数年に分けて事業を実施する予定となってお

りますが、浜中漁協、散布漁協の負担分の２分の１を補助するものとなっております。 

　次に、１７３ページの付加価値向上の１２万５０００円についてです。 

　こちらは、ポールスター札幌で行うものの旅費、事業に係る物品の購入等に使われる補

助となっております。 

○議長（波岡玄智君）　８番三上浅雄議員。 

○８番（三上浅雄君）　散布のアサリ礁について、砂を入れ替えるということではなく、

８０センチ盛るということですね。そして、この２２５万円はその負担分の４５０万円の

２分の１の２２５万円という意味なのですね。 

　この頃、値段が若干下がってきていますけれども、アサリが千三百何ぼだということで

す。毎日、散布の今日のアサリの価格はという報告を聞いているのですけれども、新川十

字路のところでどうもうまく育たないのです。道が手をつけて事業をしたところですが、

なかなかやってくれないということです。 

　また、あそこは、知ってのとおり、浄水場に来る潮路橋のほうで１本少し深く掘りまし

たよね。それで若干変わるのかと思っていますが、私が考えるには、やっぱり砂の質が合

わないのではないかということです。あそこも改良といいますか、掘削して少し深くして

土盛りをするなりして砂を替えればアサリの生息がよくなるのではないかと考えています。 

　浜中漁協と水産課でそういう話合いをしたとか、要望はあるのか、また、理事者として

北海道の事業にかさ上げ工事を要望することはできないのか、できるものであれば強く要
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望することをお願いしたいと思います。 

　次に、ポールスターの件といいますか、付加価値向上についてです。 

　毛ガニなんかもそうなのです。最近、毛ガニはコロナで行っていませんけれども、今回

もそう考えているということでした。ポールスターでやる毛ガニの商流のことですが、物

を高く売るための付加価値についてです。また、小定置に乗る小さいコマイや春に取れる

ニシンというのは生市場の中では付加価値がないのです。そこで、違う利用方法です。人

が食べるのではなく、例えば、ペットフードなど、そういうことは何かないのか、そうし

た調査をすることは考えられないでしょうか。何がいいのかは調査しなければ分からない

と思うのですが、付加価値をつける施策などをもう少し考えていただければなと思います。 

　産業振興資金については分かりました。近代化資金というものでしょう。ただ、近代化

資金はもともと２０００万円という枠があり、変な話、予算化された中で申込みをしたと

いう記憶があるのです。今、要望があるかないかを聞いて、ないからこれだけということ

で、もしあったらこういうことであるという考え方ですね。 

　今、金利がゼロの時代です。それから、リース事業もありますから、これを使うことが

減ってきたのは事実ですけれども、そういう意味での資金計上はなく、前はたしか取って

いましたよね。産業振興資金で近代化資金という名目で２０００万円くらいでしたか。そ

れがないということで、それは分かりました。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　ご質問にお答えいたします。 

　アサリ礁の関係をお話しさせていただきます。 

　北海道では散布の客土を８０センチ盛るということですが、浜中の干潟についても気に

されております。そこで、水試も入り、どのようなものがいいのかを事務レベルで研究し

ているという状況になっております。 

　また、機械化し、アサリがたくさん取れるようにというようなことも考えています。ア

サリを取るということは耕耘にもなりますし、取りやすい場所で皆さんはアサリを取って

いると聞いております。北海道ではどのような予算ができるかということで１回掘ってい

ただいたわけですが、今後、検討するというふうに北海道から聞いております。 

　次に、付加価値向上のポールスターの支援についてお答えいたします。 

　私もポールスターにカニを売りに行ってきました。田舎のほうでは安いものが売れるの

ですけれども、都会のほうですと１万円するカニが売り切れます。やはり、浜の新鮮なも

のを間違いないお金で買いたいとなっているのだろうと思っております。 

　また、事業を行った青年部や部会部員の方に今後どうしていくかとお話をしたのですけ

れども、ポールスターだけですと道職員がターゲットのようになってしまいますので、ほ

かにどこか当たれないかとのことでした。ただ、ポールスターでは浜中の食材を料理にし、

ビュッフェで出していただいていますので、消費者の方々は浜中には牛もあるのだなと分

かっていただけるのかなと思っております。 



- 41 - 

 

　今後は、そこだけではなく、違うところも考えたいと思っておりますし、ふるさと納税

のほうへと広め、高く買っていただくということが付加価値向上につながるのではないか

なと思っております。 

　次に、産業振興資金についてです。 

　こちらは近代化資金とは別で町独自のものになります。ただ、２年ぐらい前に民法の改

正がございまして、保証人をつけて公証役場に行かなければならないということがござい

ます。そこで両組合とお話ししましたところ、奥さんが保証人になってもいいのではない

かという話もあったのですけれども、同一世帯でということが漁業の場合は危惧されると

いうことでした。また、現在はほかの保証人にお願いするということが難しい状態であり、

予算化できない状況になっておりまして、別のお金を借りることができるところに流れて

いると聞いております。 

○議長（波岡玄智君）　８番三上浅雄議員。 

○８番（三上浅雄君）　アサリのことについてです。 

　道も霧多布のところも検討していて、あそこを掘った、また、指導所も入っているとい

うことでしたが、ひとつよろしくお願いいたします。 

　次に、付加価値のことについてです。 

　高い毛ガニはどこまで行っても売れますよ。それに、高いものは高いのですよ。でも、

私が言っているのは安くて売れないものをどうやったら売れるかで、そういうことを考え

てほしいのです。多分、青年部の人たちもそういうことなのです。 

　今、海産物は決して安くありませんよ。アサリにしてもタコにしても高いのです。こん

な値段がするのかというぐらい高いです。でも、安いものはどこまで行っても安いのです。

それをうまく利用するようなことを考えていってほしいなと考えております。 

　次に、近代化資金のことについてです。 

　たしかに、今、我々は保証協会のほうでやりますので、保証人ということはなくなりま

したので、了解しました。 

　強いて言えば、付加価値向上に向けた考え方です。高い物をより宣伝して高く売るのは

当然ですけれども、安く付加価値のないものに価値をつける、そういうものに転換しても

らいたいということ、もし考え方があればお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　お答えいたします。 

　安いものをどう高く売るかということですが、それには加工技術が必要になってくると

いう話を水産課内部でもしておりました。民間の加工業者もいますけれども、浜中漁協の

加工部にたくさんのお魚を安く買っていただき、高く売っていただければなと思っており

ます。そのとき、加工場等の改造等が必要とあれば、財政が許す限り支援してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　２番田甫哲朗議員。 
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○２番（田甫哲朗君）　まず、１４９ページの先ほど落合議員からもありました運営委員

の報酬についてです。 

　質疑を聞いておりますと、補正対応で向かっていくという答弁でありました。 

　先ほどは農業委員のことを聞いていたのですけれども、例えば、教育委員なり、ほかに

もこういう機関はあると思います。同様に１０％削減された状態のままではないのかなと

思うのであります。今回、新たに審議会を招集し、審議していただくという話でありまし

たけれども、そもそも、今回、議員並びに三役の報酬を改定するときにこの話が出たので

しょうか。 

　私の聞いた限りでは、管内と比べて見劣りしない、低い額ではなかったというようなこ

とのようですけれども、果たしてそうなのかということは疑問であります。特に、農業委

員の場合、農地の面積や農家戸数なども関わってくるかと思います。それはそれぞれに応

じて管内で適正に考えているものだと思うのですけれども、そういう面からも考え、果た

してそう言い切れたのかということなのです。 

　多分、検討課題としては上がったけれども、今回の審議会にはかけなかったということ

で見送られたと思うのですよね。でも、質疑を受け、補正で対応し、再度、審議会にもか

けてというようなお話でした。そこでまず、町の姿勢として、どう考えておられたのかを

伺っておきたいと思います。 

　次に、１５５ページで、これもかぶるのでありますけれども、後対協についてです。 

　後対協にかかったことを尋ねるわけではありませんが、農林課長から、今後新たな形で

取り組んでいくべく検討、精査しているというお話がせっかくあったので、あえて伺いま

す。 

　先ほど来出ていますが、先だってようやく実現できた青年部との意見交換会の中で婚活

に対して意見を積極的に発言してくれたのは水産関係の若者でした。これはなかなか言い

出しにくいけれども、それはそれで必要だと認識しているものなのだと思うのです。いろ

いろな案を出してくれまして、こういうものはどうだろうという話もあったと思います。

ですから、今、農林業関係でやろうとしている新たな取組は農業だけで済まさないで、水

産、商工が一体となった枠組みの中で考えていただきたいなと思っております。担当課で

も構いませんけれども、どう考えておられますか。 

　次に、１６５ページの林業振興に要する経費のうちの負担金の一番下の釧路地域林業・

木材産業担い手確保推進協議会負担金７万５０００円についてです。 

　これは今回新たに乗ってきた項目かなと思います。その上にある道のものについては以

前に伺ったことがあり、内容はおおよそ把握しているのですけれども、釧路のほうについ

てです。これの協議会の役割というでしょうか、どのような取組を考えられているのか、

それに対する負担金ということになると思いますので、答弁をいただければと思います。 

　次に、１７７ページの防災ステーション管理に要する経費のうちの修繕料についてです。 

　メモし切れなかったのですけれども、水門と立坑に係る修繕料だったかなと思います。
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３５０万５０００円の内容について再度お知らせいただきたいと思います。 

　次に、１７９ページにかかりますが、防潮堤付帯施設管理に要する経費についてです。 

　以前から私も聞いているのですけれども、樋管のフラップゲート化の現在の進捗状況を

伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　副町長。 

○副町長（齊藤清隆君）　それでは、１４９ページの農業委員会委員に要する経費につい

てお答えいたします。 

　先ほど落合議員からの質問に私が答弁させてもらいました。落合議員は農業委員会の委

員の報酬を引き合いに出し、質問されましたが、私の答弁はあくまでも行政委員全般につ

いて答弁をさせてもらったつもりでおりました。ですから、月額委員、日額委員を問わず、

全ての委員の報酬について見直しを検討するということです。 

　また、議員が最初に言われたとおり、今回は議員報酬と三役の報酬について議案の提出

をさせてもらいましたけれども、そのときに何で委員はやらなかったのかについてです。 

　そもそも、私の中では、三役の給与については時間がかかったと思っているのです。議

員については条例提案しようと思っていたのですけれども、三役については、今の財政状

況も含め、考えていたのです。それもあって、委員の報酬の提案には至らなかったという

ことでご理解願いたいと思います。 

　ただ、新しい年度が始まりましたら、補正も含め、しっかりと協議させてもらい、やっ

ていきたいと思いますので、ご理解願います。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　１５５ページの後対協の関連のお答えを水産課からさせてい

ただきたいと思います。 

　婚活に関し、まず、議会からの質問を受け、やっていかなければならないということで

対応を考えておりました。前回はビオラの関係をお話しさせていただきましたけれども、

その中では両漁協にも相談申し上げております。しかし、お金を出し合ってやっていきま

しょう、後対協みたいものをつくりましょうというお話をさせていただいたところ、今の

経営状況では難しいというお話をいただきました。 

　イベントをやるにしても各団体が３０万円なら３０万円ずつ出していこうということで

すが、成果が上がらないものであれば無駄だみたいな話になってしまいまして、そういう

ことで止まっているという状況です。 

　また、先ほど農林課長にも相談したところ、後対協のようなところと一緒にやらせても

らえないかということがあったのですが、これも昔に駄目だったという経過もございます。

一緒にやるといいますか、町全体のことを水産課が言うのはおかしいかもしれませんが、

現状としてはそのような状況だということです。 

　そして、水産課内でもそういう話をしたのですけれども、結婚したい方々が何人いるの

かということも出されました。前回のアンケートでは親が答えられておりまして、今回、
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水産の職員もいるのですけれども、結婚したくないという人もいるということです。それ

も踏まえ、どのような状況になるかはあるのですが、青年部を通し、水産課としては婚活

に向けてやっていきたいという考えは持っております。 

○議長（波岡玄智君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　まず、後継者対策の１５５ページのことについてです。 

　農業サイドの取組ですけれども、今動こうとしていることの中に各ＪＡとの連携があり

ます。つながりを持ち、一つの団体として動いているものがありまして、今、後対協でや

ろうとしているものはそれに乗るようなところもあります。そういったことからすると、

漁業、商工とは別の扱いになるのかなと考えております。 

　次に、１６５ページの林業振興に要する経費のうちの釧路地域林業・木材産業担い手確

保推進協議会負担金についてです。 

　これは新設となります。設立の目的としましては、林業・木材産業の担い手をめぐる現

状や課題に関する意識を共有し、課題解決に向け、各構成委員が一丸となって担い手の育

成確保に係る取組を推進するためとなっております。 

　なお、これにつきましては、従前、北海道で協議会を持っていました。しかし、道の予

算がなくなったということで、次年度からは各市町村、団体が負担金を持ち出して取り組

むという扱いになりました。 

　ただ、協議会の取組としてはまだ継続すべきということから、当町としても今後取り組

むこととしております。また、この負担金の中には、職場体験やインターンシップ、就業

イベントへの出展などの費用にも充てられることになります。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　１７７ページの防災ステーションの管理に要する経費につい

てご説明申し上げます。 

　津波防災ステーションの関連施設の補修を行うもので、８点の修繕をいたします。 

　まず、琵琶瀬川水門電線管補修５１万７０００円で、令和元年度より実施してきた電線

管が劣化したことによる取替えになります。 

　次に、羨古丹水門ステンレス建具補修１５万７３００円で、羨古丹水門の建物のドアノ

ブについて、鍵がかからなくなってしまい、誰でも中に入ることができることから、建具

の補修をするものです。 

　次に、霧多布立坑１電線管補修２７万５０００円で、電線管の経年劣化による腐食によ

り電線管の取替えを行うものです。 

　次に、津波防災ステーション等機器補修９５万３７００円で、津波防災ステーションの

各水門の部品交換を行うものです。 

　次に、琵琶瀬川水門発電機補修等１４万７４００円で、琵琶瀬水門と幌戸川水門の発電

機のエレメントを含め、オイルの交換を行うものです。 

　次に、立坑１から５の発電機補修１０万１００円で、こちらも先ほどと同じく立坑の発
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電機がついているのですけれども、そのオイル交換等、メンテナンスを行うものです。 

　次に、新川水門開度発信機交換補修６７万１０００円で、新川水門のパソコン上で水門

が下がったら何％下がったかを見るための発信機器が故障しており、その交換を行うもの

です。 

　次に、琵琶瀬川水門ＤＣサプライ交換補修６８万３１００円で、琵琶瀬川水門のゲート

にモーターで降ろす機器と緊急を要した場合に自重で落とす機器があるのですけれども、

自重降下する機器の命令計が壊れていまして、この際、全部を交換し、有事に備えたいと

考えております。 

　以上８点で３０５万４６００円ということになっております。 

　次に、１７９ページの防潮堤付帯施設管理に要する経費に関し、樋管の今後の予定につ

いてです。 

　今年度、北防波堤を国直轄事業で補修しているのですけれども、今年度で国直轄事業を

一度休止するということを開発局から言われております。開発局には樋管の補修をお願い

しているのですけれども、何年なのか、霧多布港に関する予算が休止するということです。 

　なぜ休止になるかという理由をお話しさせていただきますと、各地方港湾で修繕料がた

くさんかかってきていまして、毎年、修繕料を配分するとお金が全然足りないということ

です。そこで、休止港をつくり、重点的に直すところを先にやろうということで決定した

経過があり、樋管については補助がつかなくなったということです。 

　なお、全部をフラップゲート化しようと考えていたのですけれども、先ほども出ました

近年の高潮の関係があります。今はゲートを上げ下げして水位の調整をしているのですけ

れども、３階公住のところの道路が水没してしまいます。今後、フラップゲートにするの

ですけれども、樋管は残さなければいけない、対策としては半分を閉めておくなどという

ことがあり、建設課と協議しているところです。 

○議長（波岡玄智君）　２番田甫哲朗議員。 

○２番（田甫哲朗君）　一般質問みたくなってしまうので、嫌なのですけれども、１５５

ページの婚活支援についてです。 

　今の答弁を聞いていますと何ら進展がないわけです。漁協からの負担もお願いできない

ということでした。後対協に関しては農協が同額を負担しているわけですから、もう少し

柔軟な発想を持って取り組んでいかないと、結局、１０年がたっても何ら進展がないまま

になってしまうのではないのかなと思います。 

　要は、後対協みたいな形のものではなく、例えば観光イベントの一つと考えてもいいの

ですよ。独身の女性をターゲットにした食のイベントを開催するなど、そういう柔軟な発

想を持って取り組んでいかないと一歩も進みませんよ。 

　水産の仕事だという観点ではなく、大きな枠で考えていただきたいと思います。答弁を

いただいて、終わります。 

○議長（波岡玄智君）　副町長。 
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○副町長（齊藤清隆君）　本来なら町長から答弁をいただきたかったのでしょうけれども、

私が答弁させてもらいます。 

　この件は本当に難しいと思います。今、独身女性を集めて云々という話がありましたけ

れども、あまり度が過ぎるとハラスメントぽくなってしまうので、そういったことも考え

て慎重にいきたいなと思っています。 

　ただ、後継者対策は今後においても重要案件ですから、しっかりと協議しながら進めて

まいりたいと思います。決して１０年や２０年という話ではなく、その前に対策を取らな

いといけないもので、協議させてください。 

○議長（波岡玄智君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君）　この際、暫時休憩いたします。 

（休憩　午後　３時００分） 

（再開　午後　３時３０分） 

 

○議長（波岡玄智君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　日程第２、議案第２４号の質疑を続けます。 

　第６款商工費の質疑を続けます。 

　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　何点か質問をさせていただきます。 

　１８１ページの負担金、補助及び交付金の商工振興対策事業補助５００万円についてで

す。 

　恐らく、これはルパン三世Ｐａｙのポイントに関わる予算だと思いますが、昨年秋です

か、コープはまなかが参加しました。年度としてはまだ終わってはいないのですが、令和

４年度における対象となる取扱高についてです。これまでもそうでしたが、ポイントには

ボーナス分という賦課している部分がありますので、実際の取扱高はこの予算とは違うの

ではないかなと思うのです。そこで、実際の取扱高はどうなっているのか、それを知らせ

ていただきたいと思います。 

　次に、観光振興に要する経費のうちの１８５ページの広告料に関わるかどうかというこ

とです。 

　前年度には観光客誘致宣伝等に要する経費という項目がありまして、その中で着ぐるみ

制作委託料が予算計上されていました。その着ぐるみは一体どうなったのでしょうか。い

ろいろな案がありますという話を途中で聞いた記憶もあるのですが、結果としてどうなっ

たのかを聞かせていただきたいと思います。 

　次に、厚岸霧多布昆布森国定公園連絡協議会負担金３５万円についてです。 

　今、３町でどんなイベントを考えているのでしょうか。アフターコロナという言い方は

変かもしれませんが、今、各地で観光客なりが増えるという現象が少しずつ起きてきてい
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ますが、それを受けて３町では一体どういうふうに考えていくのか、協議会の予算に関わ

ってお聞かせをいただければと思います。 

　次に、１８９ページの中山間活性化施設管理に要する経費のうちの報償費の指導員賃金

９万円についてです。 

　様々な商品開発なり施策に向け、いろいろな方がここを利用されていると思うのであり

ますが、コロナ禍の中にあって令和４年度はどういった取組、試みがされてきたのか、お

知らせをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　それでは、１８１ページの商工振興対策事業補助のルパ

ン三世Ｐａｙの関係でございます。 

　議員から先ほどご質問の中であったとおり、昨年１２月１９日にコープはまなかがルパ

ン三世Ｐｅｙのチャージ機を設置し、現在稼働しておりまして、全体的に利用も上がって

きているのは先だっての別な機会でもご答弁申し上げたところであります。その上で、ま

だ１年もたっておりませんが、令和３年度と４年度のそれぞれの取扱高の比較をご説明申

し上げたいと思います。 

　まず、２月末現在での現金でチャージしている分でボーナスポイントを抜いての金額に

なりますが、４年度が１億３２２７万円です。それから、町のボーナスチャージが３４１

万５４２０円です。また、商工会独自のルパン三世Ｐｅｙは、カード会の中でも独自イベ

ントをやっていまして、そちらでもポイントをつけていますが、その金額が１７万９００

０円です。これがカード会で付与したポイントでございます。 

　それから、自動抽せん会を４年度にやりました。これは抽せんで当選者にチャージする

ものでありますが、それが２０万円です。 

　そして、昨年、マイナンバーカードの付与としてルパン三世Ｐａｙが登場しました。ル

パン三世Ｐｅｙがマイナポイントで使えることになってから非常にチャージ金額が増えて

きまして、昨年８月から実際にチャージが始まり、２月末までで２０９８件です。金額で

申し上げますと１２０７万１０００円で、これがマイナポイントでチャージされたポイン

ト分となります。 

　さらに、ほくでんエネモールもポイントを希望される方がおりまして、こちらが１２件

の４万５６００円です。 

　今私が申し上げた現金チャージから様々なポイントを付与するチャージされた合計件数

が１万５８６２件で、これが総チャージ金額となりまして、金額で申し上げますと１億４

４７６万５６００円です。 

　次に、利用についてです。 

　昨年４月から本年２月までの実際の利用件数を申し上げますと、合計で３万７３４３件、

利用された金額が１億４６６４万７７１６円となります。 

　続いて、令和３年度について申し上げます。 
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　令和３年度の総チャージ金額で申し上げますと１万２６２６件、金額で申し上げますと

１億１３８４万円となりますが、これと比較してもチャージ金額が３０００万円ぐらい上

がっていることが分かるかと思います。それから、今年度の利用金額は１億１０５１万８

３２９円ということで、利用に関しましても３６００万円ほど町内消費が上がっているこ

とが確認できます。 

　以上がルパン三世Ｐｅｙの取扱高のご説明となります。 

　次に、１８５ページの着ぐるみに関するご質問についてです。 

　着ぐるみを令和４年度に予算措置し、現在どうなっているかということですが、着ぐる

みの制作を札幌で製造を専門にやっている業者に委託しておりまして、３月末の納品予定

となっております。今のところ、それより若干早く納品されるのではないかということで

すが、ほぼ出来上がっているそうです。 

　この着ぐるみのデザインは、広報紙などにも載せているとおり、選定委員会で決まった

もので、その後、着ぐるみの愛称を募集しております。これが３月２４日までという期限

を定めておりますが、結構多くの町民から応募があります。 

　なお、予定とはなりますが、今月末に選定委員会を再度開催し、愛称の決定をしてまい

りたいと思っています。そして、新年度に入ってからは様々な場面で着ぐるみを露出でき

るよう、段取りを考えているところでございます。 

　次に、国定公園のイベントはということについてです。 

　令和３年３月３０日に厚岸霧多布昆布森国定公園が道立自然公園から昇格されました。

その翌年の３年度、そして４年度は、コロナ禍において、野外、屋外での人が交流するイ

ベントをなかなか開催することができず、非常にもどかしい２年間でした。そういった中

でも、３町の広域観光推進協議会としては２月に関西で旅行会社へのプロモーション事業

を行わせていただきました。 

　それから、継続事業となりますが、ＪＲ花咲線について、ラッピングトレイン関係の使

用料の支払いということで観光協会に負担していただいております。 

　また、北海道アウトドアガイドの育成事業も継続事業ですが、北海道アウトドア資格取

得に係る受講料の助成など、様々なところで利用していただけるような事業を展開したと

ころでございますし、このほか、旅行誌、テレビやラジオでも協議会の事業として様々な

周知をしたところでございます。 

　それから、４年度は、新規となりますが、地域の集客促進事業といたしましてデジタル

スタンプラリーの事業を開催しました。昨年９月から本年１月３１日まで、各市町村でデ

ジタルスタンプラリーを行っておりますが、本町においては６か所設置いたしまして、ス

タンプラリーで巡っていただいた方に記念品を贈呈するというような事業も行っておりま

す。 

　最後に、１８９ページの中山間活性化施設に関するご質問であります。 

　報償費として指導員謝金９万円とありますが、コロナ禍でＭＯ－ＴＴＯかぜての利用が
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制限された中でイベントがなかなかできなかったということがあります。しかし、令和５

年度につきましては、昨年、田甫議員からの一般質問で、中山間活性化施設をもっと利用

してもらえるよう、様々な仕掛けや取組をしたほうがいいのではないかというご提案を受

けておりますとおり、そのようにしたいと考えております。 

　従前はかぜてで様々な体験事業を開催しておりました。そこで、そば打ち体験やピザづ

くりなど、施設を使ったイベントをやっていきたいと思っています。町内、あるいは、町

外から講師をお呼びし、食品加工に関する講習や学習会みたいなものを開催し、活性化施

設の利用促進を図っていきたいということです。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　ルパン三世Ｐａｙの関係であります。 

　確かに増えてきたという事実は今のお答えである程度理解ができました。 

　当初はなかなか浸透しなかったと言われていましたが、何かしらのことをきっかけに一

定程度の普及が図られてきまして、時間はかかったけれども、ある意味、成功に向かって

いるという言い方もできるのだろうと思います。 

　通常、町の負担は１％で、それ以外のいわゆるボーナス分というのですか、１％分で３

００万円、ボーナス分で２００万円という予算計上になっています。ボーナスというのは

主催者側がある時期にポイントをプラスし、より利用をしてもらいたいという思いもある

のかもしれませんが、考え方としてはどうなのでしょうか。 

　以前、地域振興券という類いのものを出していまして、そのときの予算は、５００万円

ではなく、もうちょっと多くて、１０００万円ぐらいだったような感覚があるのです。そ

れと比べて５００万円ですから、半分ぐらいなのだなという受け止め方をしています。 

　ルパン三世Ｐｅｙというのは加入しているところでは使えますが、加入していないとこ

ろでは使えませんよね。以前のものはどこでも使えたのに、今回、こういうところでは使

えないと限定されているのです。そういうことから言うと、恩恵を受けていない事業者が

いるということですし、言い方は極端かもしれませんが、取り残されたという感覚になっ

てはいないのかなと思うのです。 

　やりたいのだけれども、面倒くさくてできないということなのか、そういうことも含め、

参加する事業者の数がこれからも増えるのか、また、推進策はどう考えているのか、お聞

かせください。 

　また、町負担１％、事業者負担１％ということについてです。 

　地域経済の振興を考えたとき、１％にボーナス分を付け加えるという考え方も一つかも

しれませんが、年間を通じてポイント還元のパーセンテージをもう少し増やすという考え

方は取れないものなのでしょうか。 

　この時期になるとここういう得があるよというのは確かにどこでもやっていることでは

あるのです。でも、１年３６５日、いつでもこうだよというもののほうが効果は大きいの

ではないのかなと思うのです。 
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　要するに、ボーナス分ということでの取扱高はそんなに極端には増えないのですよ。増

えるには増えます。ただ、ポイント還元の割合からいうとそんなによくはないのですよね。

そういうことから平準化し、もうちょっと還元率を上げるという考え方は取れないのか、

担当としてはどのように考えておられるのか、この際ですからお聞かせいただきたいと思

います。 

　２点目のゆるキャラについてです。 

　もうそろそろ出来上がってくるかもしれないという話ですが、どうやって活用するので

しょうか、素朴な疑問です。今後、ゆるキャラをどう活用するのか、どういうふうにお考

えか、この際ですから聞かせておいていただきたいと思います。 

　次ですが、国定公園になったものの、この２年間、大したことはできなかったというお

答えでした。官からのアピールも一定程度は必要でしょうが、関係者、町民など、いろい

ろな団体を含めた積極的なアピールが必要だと思うのです。 

　協議会としてはこういうようなことを考えているということがあるとして、では、関連

する団体は一体どう考えているのか、お聞きしたいと思います。 

　次に、中山間活性化施設のＭＯ－ＴＴＯかぜてについてです。 

　今回からいろいろな企画を考えていきたいということでした。最近、商品開発をされ、

小さなお店があちこちにできていまして、その中にはふるさと納税の返礼品に使うという

ような積極的なところもあるわけです。ふるさと納税の今後の状況は予測がつきませんけ

れども、商品の多様化ということからも活性化施設をしっかりと使っていけるものなのか、

担当として積極的に企画をしていくというお考えがあるのであればお聞かせをいただきた

いと思います。 

○議長（波岡玄智君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　まず、１点目のルパン三世Ｐｅｙの件でございます。 

　先ほど、浜中農協が新規加盟し、一定程度の増は見込めたようだという感想はいただい

ておりますが、利用店はまだ４４店舗のみです。対象事業者が七十数店舗ある中、４４店

舗ということで、まず、ここのバランスをしっかりと取らないことには次の段階に行けな

いのかなと考えております。 

　では、なぜ三十数事業者が加盟しないのかですが、加盟できない理由をちゃんと検証し

ないことには次の段階には進めないと思っております。私もルパン三世Ｐｅｙカード会の

役員会に出席し、様々な意見を申し上げさせてもらっていますが、やはり、ここの議論が

なかなか進んでいません。議員がおっしゃるとおり、ここには何かの原因があると思って

おります。機器の導入に対してちゅうちょしているのか、それとも、入れてもどうせ使っ

てもらえないという諦めがあるのか、様々な理由が事業者にあると思いますが、事業者に

対し、ルパン三世Ｐａｙの利用の意義をしっかりとお伝えして導入してもらう、それが欠

けているのではないか、役場の者としてはそう思っております。 

　私も何事業者かに声をかけさせていただいていますが、後ろ向きなお答えをいただいた
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方もいまして、そういうことが理由ではないかなと思っています。しかし、行政から５０

０万円の予算措置をさせてもらっている以上、行政としてもルパン三世Ｐａｙを使ってい

ただけるような促進対策を様々仕掛けていく必要があると思っておりますし、カード会と

ともにさらなる促進に向けて尽力してまいりたいと思っています。 

　また、推進策についてです。 

　今はキャッシュレスの時代ですから、将来的にはカードを持つという接触型の行為とい

うのはなくしたいと思っています。そのため、ルパン三世Ｐｅｙをアプリ化するというこ

とが最終的な目標です。 

　今、国で進めているＤＸの事業では様々な補助事業がありますが、カードをいつまでも

使うという時代にはならないと思っています。最終的には、アプリで商品の購入をする、

それ以外に様々な行政サービスをアプリで決済処理できるというのが最終的な目指す姿で

はないのかなという考えがあります。 

　ただ、これは商工観光課だけの問題ではありませんので、課を横断した議論を今後加速

させていく必要があると思っていまして、情報提供等は連携を図りながら進めていきたい

と思っております。 

　なお、チャージし続けるのかというご質問についても同様です。いずれはチャージする

という仕組みは終了し、最終的には利用したらポイントをつけたいと考えております。３

６５日、使えば使うほどポイントが貯まるようにするという議論もしております。どのタ

イミングでポイント制にするかについては慎重な議論が必要ですが、冒頭に申し上げまし

たとおり、全事業者が参加していない中でそういったものを先走って進めるわけにもいき

ません。そういったことを目指しているということを未加盟の事業者にもお伝えし、入っ

ていただき、それが最終的に加入促進につながっていくものだと思っていますので、その

進め方については工夫してやってまいりたいと考えております。 

　次に、着ぐるみの活用方法についてです。 

　皆さんはデザイン等をもうご覧になったと思います。今後、あの着ぐるみがどのような

場面で活躍するかですが、現在、コブダッシーというキャラクターがおりまして、観光課

が様々なイベントで使わせていただいております。所管が商工会ですから、お借りして使

っているのですが、今後、新たなラッコの着ぐるみについても既存のイベントも含めた様々

なところで活用したいと思っていますし、各団体の方への活用も図ってまいりたいと思っ

ています。 

　それから、キャラクターについてですが、様々なキャラクターの制作を令和５年度にし

ます。議員のご質問にもあったとおり、例えば、ふるさと納税や町の特産品でこのキャラ

クターを使用してもらおうと思っております。 

　なお、利用に関しましては制度、規則、要綱等を定める予定であります。 

　観光振興の一翼を担ってもらう、キャラクターに活躍してもらうということがこの着ぐ

るみの活用方法としては一番望ましいのではないかなと思っています。とはいえ、まずは
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町民にキャラクターが浸透し、愛されるキャラクターになることが必要ではないのかなと

考えております。 

　次に、国定公園のＰＲの関係です。 

　新年度には３町広域観光協議会と４町での国定公園の協議会では様々な事業を展開する

予定であります。協議会以外のほかの団体でもＰＲ活動をできないのかということであり

ますが、国定公園のＰＲは協議会だけが進めることではないと思っています。やはり、各

町内の団体なり企業なりが国定公園になったということをしっかり認識していただかなけ

ればなりません。 

　先ほど付加価値の話もありましたが、国定公園になったのは非常に意義があることだと

思っていますので、各企業や団体にも国定公園となったことを行政側からも働きかけ、な

るべくＰＲに使っていただけるような取組を図ってまいりたいと思っております。 

　最後に、かぜての関係でございます。 

　今、農協女性部やふるさと納税返礼品を開発されている事業者では頻繁にかぜてを使っ

ておりますし、新規の商品開発も進んでおります。新たなふるさと納税返礼品が新年度に

出てくる予定でありますが、行政からの働きかけがまだまだ足りないなと私自身は感じて

おります。ふるさと納税返礼品のみならず、町の特産品として、浜中町は漁業、農業それ

ぞれを持っていますけれども、どうやって付加価値をつけて商品化するかです。その先に

ふるさと納税返礼品があるわけですが、行政側からの働きかけもしてまいりたいと思って

おります。特にかぜての利用に関しましては、指導員のほか、多目的広場の利用の企画も

考えております。 

　以前、かぜては様々なことで町民の方に使っていただけていました。非常に整備はいい

のですけれども、今は人がなかなか来ていない施設になっていますので、まず、人を戻す

ということができるよう、努力してまいりたいと思っております。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　課長からいろいろとお答えをいただいたのですが、かぜてを使っ

ていろいろな商品開発をされるように進んでいってほしいなと思います。最近では、霧高

生つくったプリンやおにぎりがすごく有名になってしまって、あそこから出てくるものは

影が薄いので、一生懸命取り組んでください。 

　次に、ルパン三世Ｐｅｙについてです。 

　今、課長がお答えになったように、七十数店舗ある中、４４店舗しか事業者が加入して

いないということです。確かに事業者の負担はあるのですが、町の予算をここにつけてい

るわけです。そういうことからしても、全ての事業者に対して恩恵が公平に行き渡ってい

るかというとそうではないのです。先ほどの答えのように、そこに何らかの事業者の考え

方があるのは分かりますけれども、予算を措置するということは多くの事業者が恩恵を受

けるようになっていないと本当の効果はないのだろうと思います。 

　商工の産業振興に関し、私は時折変なことを言っていますけれども、町内の事業者をど
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うやって守っていくのだということからこういうものをちゃんと活用していただければと

考えますし、私としては、今後、町長自らが事業者に参加を促すような努力をしてもらえ

ればありがたいなと思っています。 

　大分前ですけれども、カードは持っているけれども、使ったことがない、どこで使える

か、これから考えると町長が答弁をされたことが記憶に残っていますが、予算を提案して

いる側として、自分でも使って、やっぱりこれは便利だと積極的にアピールすることが必

要だと思うのです。 

　そこで、この点に関して、町長は積極的に推進を図るというお考えはおありでしょうか、

最後にそれだけお聞きしておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　町長。 

○町長（松本博君）　お答えします。 

　まず、令和５年度の当初予算にしっかりと予算化しているかということですが、町長の

考えをしっかりと反映しております。ただ、参加していないところに町長が行ってどうの

こうのではないのです。これは商工会でして、何年も入っていないというのはやっぱり問

題があると思うのですよね。カードができてからもそれは強く言っています。 

　なお、カードは２枚持っていまして、最初にもらった１枚は女房が使っています。ちゃ

んとチャージしていますが、店に預けているところもあります。これでは駄目ですね。で

も、しっかり使っているほうだと思っています。 

　議会議員の皆さんも含め、みんなで使おうというのは一致しているのです。ただ、加盟

店が少ないというのは始めた商工会の責任だと思っています。これだったらプレミアム商

品券のほうがよかったのです。ルパン三世Ｐａｙがいいというのだったら商工会の責任で

しっかりとやってもらわなければなりません。応援はしますよ。でも、やるのは商工会だ

ということです。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　数点にわたって質問させていただきます。 

　まず、１８１ページの商工振興に要する経費のうちの１８節負担金補助及び交付金の負

担金のインターンシップ受入負担金１０万円についてです。 

　皆増で、今回初めて予算がつきましたが、この予算が本当に必要なのか、予算審議とい

うのはそういうものだと私は先輩から教えられていますので、そういう視点で質問をさせ

ていただきたいと思います。 

　これについては、浜中町と跡見学園女子大学の協定に基づくものと聞いていました。ま

た、受入れ費のうち、滞在費分を負担するのだよという説明がありました。 

　実は、前年度にもインターンシップで跡見学園からたしか大学生が来ているはずです。

今年度にはつけず、新年度につけたのはどういうわけなのでしょう。本当に必要があった

のかどうかということが問われていると思うので、そんなことから説明をいただきたいと

思います。 
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　次に、１８７ページの霧多布湿原に要する経費についてです。 

　前年度までは霧多布湿原センター管理運営という経費でした。短くなったので、いいと

いえばいいのかも分かりませんけれども、この中の需用費の修繕料はバードカービングほ

かの修理をするということで１０７万円、前年度対比３９万１０００円の増となっており

ます。 

　バードカービングほかということですけれども、湿原センターに入って正面のところに

バードカービングがありますよね。あれが破損されたということであれば、賠償してもら

い、ちゃんと直してもらうということが必要なのでしょうけれども、どういうことで修繕

をしなければならないのか、その理由を説明してください。 

　次に、その下の負担金、補助及び交付金の湿原センター管理運営負担金についてです。 

　２１９万８０００円増の３４０２万１０００円の予算であります。説明では、通常分で

は３１８２万３０００円ということで、前年度同額の金額であり、今回増えたのは燃料費

高騰分、その補塡ということで、管理する側としては非常にうれしい話であると思います

が、聞いておきたいのはその下の観光施設に要する経費の委託料です。 

　施設管理清掃委託料については、霧多布岬キャンプ場の管理業務で２５９万７０００円

です。これはゆうゆに管理を委託しておりますけれども、５６万円アップしています。ま

た、観光施設の清掃業務が５１６万７０００円で、５施設ということでしたけれども、４

万８０００円増えています。多分、これらも燃料高騰等によるものかなと思っているので

すけれども、はっきりとした説明があったのは湿原センターの燃料でした。 

　今後もこのような特別事情等が生じた場合は上積みする考えがあるのかどうか、お聞き

をしておきたいと思います。 

　次に、１８９ページの施設用備品購入の内容について説明をいただきたいと思います。 

　次に、ルパン三世地域活性化プロジェクトに要する経費のうちの委託料のイラスト作成

委託料についてです。 

　１５４万円で皆増となっていますが、ルパン三世キャラクターイラスト４点作成という

説明しかありませんでした。イラストですからフィギュアとは違いますよね。では、その

つくったものをどう活用するのか、その活用法についてお知らせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　まず、１８１ページの商工振興に要する経費のうちのイ

ンターンシップ受入負担金１０万円の皆増ということでの説明でございます。 

　跡見学園のインターンシップは、遡れば平成２９年度のアンバサダーのときにやった事

業で、そのアンバサダーの中に跡見学園の学生がいらっしゃいました。２９年、３０年で

この事業は終わりましたが、跡見学園といたしましては、浜中町の自然、それから、観光

ということが学園のインターンシップの目的に非常に合っているということでした。北海

道以外にも探したのだけれども、なくて、アンバサダー事業が終わっても浜中町とは何ら
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かの形で学生がつながりたいという学園の思いもあり、令和元年に町長と跡見学園の名前

で覚書を交わしております。 

　それで、令和元年度に３名、令和２年はコロナ禍により中止になりましたが、令和３年

度に４人、令和４年度に２名ということで、令和２年度以外は継続的にインターンシップ

で本町に来ていただいております。 

　今年度は霧多布湿原ナショナルトラストにインターンシップの体験学習を１週間お願い

しまして、全てお任せとなってしまいましたが、学生としては霧多布湿原センターで学ん

だことが非常に有意義だったということで学長からお礼が来ております。 

　次に、１０万円の予算措置は、今年度にはないのに、新年度になぜ必要になったのかに

ついてです。 

　令和３年度と令和４年度は、学生の受入れ、宿泊先、送迎、昼食など、様々なケアをナ

ショナルトラストでしていたのだけれども、町と跡見学園の覚書において、ナショナルト

ラストが全部負担するのはおかしいのではないかということで、ナショナルトラストの理

事長と事務局長とお話をさせていただきました。そして、町としては、覚書を交わしてい

る以上、応分の負担をしたほうがいいのではないかということでこのようになりました。 

　また、私が昨年７月に上京した際、跡見学園に直接お伺いしました。そのとき、跡見学

園の副学長とお話しさせていただきましたし、学生もいらっしゃいました。その学生は過

去に来た方です。令和５年度以降も跡見学園としては霧多布湿原で様々なことを学びたい、

そして、地域が抱えている課題等をフィードバックするなど、浜中町とはそういった関係

をずっと築いていきたいという言葉を副学長からいただきまして、町としても何らかの負

担というのはあってしかるべきなのかなということで１０万円を予算計上いたしました。 

　２名分ではあるのですが、令和５年度につきましてはナショナルトラストで受け入れて

もらう分となります。 

　これ以外に今年度になかったことに関しては答弁を持ち得ておりませんが、今後、受け

入れる自治体としては負担することが望ましいのではないかなと考えております。 

　次に、１８７ページの湿原センターの修繕に係る予算でございます。 

　修繕費１０７万円ということで、全部で三つあります。 

　一つ目は、令和３年度に改修設置した授乳室で、消防法で定める自動火災報知器と誘導

灯の設置が必要だということが後で分かったのですが、この設置に係る分として合計で３

３万５５００円となります。 

　二つ目は、議員からお話があったバードカービングです。霧多布湿原センターにバード

カービングを設置してから一度も維持補修しておりませんでしたが、観光客が手を触れた

り、色が剝げてしまったり、摩擦で磨耗したりしているところがあります。しかし、観光

客にみすぼらしい姿を見せるわけにもいきませんので、専門家に修繕を依頼し、元の色に

戻したいということで２０万６１８０円の予算計上でございます。 

　三つ目は、２階のカフェにございます排煙施設です。窓を手回しで開ける排煙オペレー
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ターと言うのですが、そちらが故障し、開きづらい状態になっています。２階のカフェに

４基の排煙オペレーターがございますが、その全て修繕する費用として５２万８０００円

を計上しております。 

　この３点が修繕の主な内容であります。 

　次に、湿原センターの管理運営負担金についてです。 

　当初計画していた３１８２万３０００円に電気料の高騰分ということで２１９万７２８

２円ということで、合わせて３４０２万１０００円としております。 

　電気料の高騰分に関し、来年度以降もこういうことがあった場合に見るのかということ

でありますが、今回の電気料の高騰というのは単なる物価上昇というよりは不可抗力に近

いものだと考えております。 

　なお、湿原センターと町の間では負担割合を協定で定めておりまして、基本的には、物

価高騰で上がる分は指定管理者の負担によるものと定めておりますが、今回のウクライナ

情勢や様々な物価高騰はほぼ不可抗力に近いだろうということです。また、営利団体では

ないということもありまして、この分の負担を強いるという話はならないだろうというこ

とでこういう措置をさせていただきました。 

　来年度以降、同様なことが起きるかどうかは今申し上げることはできませんが、こうい

った状況が継続する限りは負担するべきではないのかと考えております。 

　次に、観光施設に要する備品購入の件です。 

　霧多布岬キャンプ場で使用するリアカーを１台購入し、１１万円です。そして、バンガ

ロー１８棟に設置する消防用設備としての消化器と火災報知器一式です。これらも消防法

で定められておるもので、こちらを新年度に実施させていただきたいということで、合わ

せて７２万５０００円の予算計上としたところでございます。 

　次に、ルパン三世の委託料のイラスト作成委託料１５４万円の内容でございます。 

　ルパン三世のイラストは様々なところにあり、有名なのは観光名刺です。このほか、様々

なところでイラストを用いていますが、つくってから５年がたちまして、５年ごとに新た

なキャラクターを制作する必要があると考えております。毎年同じキャラクターを使い回

ししており、目新しさが全くないということで、今回、新たにキャラクターをつくってい

ただくこととしております。 

　内容につきましてはこれから事業者と協議することになっていますが、ルパン名刺も含

め、新たなイラストが様々なところで浜中町の観光客を楽しませてくれると思っておりま

す。 

　次に、観光施設に要する経費のうちの委託料の施設管理清掃委託料についてです。 

　電気料高騰というよりは燃料費が高騰しているということで、それに伴う諸経費となり

ます。労務費以外がどうしても上がってしまうものですから、その分の増と考えていただ

いて結構です。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 
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○１番（川村義春君）　１８１ページのインターンシップの関係についてです。 

　平成２９年度、３０年度で終わったアンバサダーの事業の継続という感じですね。そこ

までは気がつきませんでした。 

　令和５年度は２人分で、それに係る宿泊分ということでしたが、２週間分くらいは見て

いるのですかね。 

　また、昨年に来た２人の大学生が若い人向けの動画をつくってくれたというような話を

聞いたのですけれども、どういう活用の仕方をしているのか、お尋ねしておきたいと思い

ます。 

　次に、１８７ページの修繕料についてですが、了解しました。 

　次に、霧多布湿原管理運営負担金についてです。 

　不可抗力なものについては今後も加算するということで理解していいのかどうか、再確

認させていただきます。 

　次に、下のほうの観光施設に要する経費のキャンプ場の管理業務についてです。 

　諸経費がアップしていると言うけれども、本当に不可抗力によるものなのか、きちっと

検証した上で対応すべきだと私は思います。指定管理者に委託しているわけですが、確実

に電気料の高騰なのかどうか、ちゃんと把握してほしいと思います。 

　ちょっと戻りますけれども、説明では燃料の高騰と書いてあったものですから燃料と言

ったのですけれども、実際は電気料の高騰ですよね、確認しておきます。 

　次に、イラストの作成委託料についてです。 

　大きな板をどこかに飾るというのではないのですね。私はそんな感じに思っていたので

すよ。名刺などに使うということですね。 

　次に、施設用備品購入についてですが、これについても了解しました。 

○議長（波岡玄智君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　まず、一つ目のインターンシップの動画についてですが、

私は初めて動画の話を聞きました。インターンシップで来られた２名の方がここで体験し

たものを動画にしてＳＮＳで発信していて、こちらにもしいただけるのであれば、どうい

ったものかを確認させていただこうと思います。また、積極的に浜中町の観光ＰＲに使っ

ていただけるということであれば、今どきで言うインフルエンサーとして観光発信してい

ただければ私たちとしてもすごくありがたい話でございますので、今後、学園とそういっ

た取組を推進してまいりたいと考えております。 

　次に、不可抗力なのかということについてです。 

　なかなか先が読めない中、今回、こういった予算措置をさせていただきました。なお、

今回は電気料高騰ではありますが、どういったものが不可抗力となるかは想像し難いとこ

ろがあります。そこで、その都度、指定管理者としっかりと協議させていただき、判断を

させていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 
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○１番（川村義春君）　インターンシップの関係の動画についてです。 

　昨年のナショナルトラストの総会の資料に動画を作成したと書いてありました。私も確

認しますけれども、課長も確認していただければと思います。使わせてもらえると思いま

すよ。書いてあるのは、８月２０日から２７日の間、大学生２名を受け入れたこと、霧多

布湿原センターで浜中町の自然や観光業の体験のほか、若い世代向けに浜中町をＰＲする

動画を作成したということですので、多分、つくられていると思います。 

　そんなことで活用をお願いします。 

○議長（波岡玄智君）　５番加藤弘二議員。 

○５番（加藤弘二君）　１７９ページの一番下の商工振興に要する経費のうち、次ページ

に行きまして、負担金、補助及び交付金の商工振興対策事業補助５００万円、産業振興奨

励補助１９０万円、中小企業特別融資２６９万７０００円についてですが、この内容につ

いて説明していただきたいと思います。 

　次に、その下の商工業後継者対策に要する経費のうちの交付金６０万円についてです。 

　恩恵を受ける事業の方は何人ほどいて、具体的にはどういうものに使われているのか、

説明していただきたいと思います。 

　次に、１８３ページの中小企業特別融資預託金４０００万円についてです。 

　この使い道、恩恵にあずかる人数、会社の件数及び内容について簡潔に説明していただ

きたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（久野義仁君）　それでは、１８１ページの商工振興に要する経費のうち

の負担金、補助及び交付金でございます。 

　まず、一つ目の商工振興対策事業補助は、先ほど来ご質問されていた議員もおりますが、

ルパン三世Ｐａｙという事業で、町内消費に基づくポイント付与事業でございます。 

　既に多くの方が使っているかと思いますが、今回、５００万円という予算計上の内容に

つきましては、通常購入のうち、２％をチャージしたときに付与するのですが、そのうち

の１％を町で補助する分で３００万円となります。それから、ボーナスチャージの期間、

これは８月と１２月を想定しておりますが、５％から１０％のボーナスチャージの期間で

補助します。パーセンテージはまだ最終決定しておりませんが、２００万円の計上という

ことで、ボーナス分と通常分で合わせて５００万円ということでございます。 

　次に、７番目の産業振興奨励補助でございます。 

　こちらの補助に関しましては３事業ございまして、一つ目は浜中町・沖縄県与那原町少

年少女体験相互交流事業ですが、こちらは本町から派遣する事業で、１２０万円です。二

つ目はサマーフェスタ’２３夏まつりですが、商工会青年部が実施するものとして４０万

円です。三つ目は２０２３年の秋ど真ん中祭りで、昨年は開催できませんでしたが、今年

は開催予定ということで３０万円です。これらを合わせ、計１９０万円の補助を予定して

おります。 
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　最後に、三つ目の新型コロナウイルス感染症対策特別融資資金についてですが、これは

利子の補給です。中小企業といいますか、商業者のコロナの影響を受けた方で、令和３年

度に特別融資を受けた方への利子補給となります。令和３年度に特別融資を受けている方

が全部で２５件いらっしゃいますが、それに対する利子補給が２６９万７０００円となっ

ております。 

　次に、その下の商工業後継者対策に要する経費の後継者就業交付金６０万円についてで

す。 

　これにつきましては令和５年度の対象者がおりません。今後、この交付金を活用される

方がおられるかもしれないということで、科目設定みたいな形では予算を組ませていただ

きましたが、現在のところ、手を挙げられている方はいないということです。 

　最後に、１８３ページの中小企業特別融資に要する経費のうちの貸付金の中小企業特別

融資預託金４０００万円についてです。 

　先ほどは新型コロナウイルスによる特別融資事業でありますが、中小企業特別融資につ

きましては、毎年、預託金ということで、大地みらい信用金庫に町から預託金４０００万

円を出しております。そして、金融機関がこれに上積みをかけて特別融資枠を設定してい

ただいておりますが、全体で２億円の特別融資枠を大地みらい信金で確保していただいて

おります。 

　ちなみに、令和４年度につきましては、借入者４件、３０９５万円で、運転資金や設備

資金としてこの融資を利用されています。対象となるのは基本的に中小企業の事業者、こ

れには個人事業者も含まれますが、そういった方が借入れの対象となっております。 

○議長（波岡玄智君）　５番加藤弘二議員。 

○５番（加藤弘二君）　了解しました。 

○議長（波岡玄智君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君）　次に、第７款土木費の質疑を行います。 

　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　１９５ページの町道管理に要する経費のうちの工事請負費につい

てです。 

　町道維持補修工事９８２０万円ということで５３１０万円アップしています。予算がた

くさんついたように見えますけれども、茶内１条通局部改良工事に８０００万円の予算を

費やしています。これは、数字のマジックといいますか、去年、私も言いましたけれども、

町道維持補修工事というのは８０００万円もお金をかけてつくるものではないのです。昔

でいえば道路新設改良費の範疇のものですよ。町道維持の補修工事ではクラックがたくさ

ん入っているところなどを整備するための予算をつけてくれと言いましたよね。今回、８

０００万円を除きますと１７２０万円しかないのです。それで、少なくても維持補修工事

に３０００万円ぐらいの予算をつけて、町内の路線の整備を図ってくださいというような
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お願いを去年はしていたかと思います。 

　予算として出てきていますから、これを修正することは予算修正案でも出さない限り難

しいですよね。そういうことはしませんけれども、今後、補正でやれる部分があれば、そ

ういったこともぜひ検討していただきたい、そんなことでよろしくお願いいたします。 

　次に、１９７ページの河川管理に要する経費についてです。 

　これも科目が変わりまして、前は河川維持管理に要する経費だったのですね。そのうち

の工事請負費の河川区域整備工事で、これはノコベリベツ川の河川区域内の整備工事と聞

いておりますが、この工事内容の説明をお願いします。 

　そして、前年度は委託料で河川区域の伐採調査設計委託として１４０万円がついていま

した。それを受けて今回の整備工事をするのだろうなと思いますが、この工事内容と工期

についてお知らせをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　まず、１９５ページの町道管理に要する経費のうちの工事請

負費の町道維持補修工事のご質問にお答えします。 

　議員がおっしゃられるとおり、町道維持補修工事３本で９８１０万円ということで、そ

の内訳につきましては茶内１条通が８０００万円となってございます。 

　議員がおっしゃられるのは、維持補修の分は茶内を除くと１７２０万円しかないという

ことでございました。建設課内でも茶内１条通の工事を２か年事業として違うオーバーレ

イだとかをやるかどうかについて協議いたしましたけれども、結果としては、茶内１条通

の地下水や表面を走る雨水を適切に処理する工事としまして、その内容からしますと１か

年でどうしてもやりたいとなり、単年度でやらせていただくことにいたしました。 

　今回、９８１０万円ということで、前年度の４５１０万円から倍増となりました。また、

ほかにも補修が必要な道路があると認識をしておりますけれども、このたびはこの３本９

８２０万円で計上させていただきました。 

　なお、１条通の大型の改良工事につきましては単年度で終わらせ、次年度以降は本数を

増やし、道路維持補修にかかりたいと思ってございます。 

　また、補正等で対応する考えはないかということですが、今後、財政サイドと相談し、

お金の工面等も考えながら進めていきたいと思います。 

　次に、１９７ページの河川管理に要する経費のうちの河川区域整備工事についてです。 

　工事内容としましては、茶内市街地の昨年度に調査しました河川区域に着生するヤナギ

の関係で、まず、茶内市街区域で８００メートル、それから、国道にかかる比理別橋の下

流側にも約２００メートルにわたってヤナギが繁茂しておりまして、本年度に行いました

調査設計においては流下を阻害する要因だという報告を受けております。 

　また、丸佐橋という橋がございまして、そこの上流に中洲が形成されておりまして、そ

こにもヤナギの木が生えて伸びているという状況がございます。中洲でも長さが６５メー

トル、幅１０メートルほどございまして、そこも支障になるだろうといった指摘がなされ
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ております。 

　そこで、令和５年度におきましては、延長約１キロメートルのヤナギ、それから、中洲

のヤナギの除去を併せて行いまして、調査報告にありましたノコベリベツ川の流下を阻害

する要因を取り除くことで茶内市街地の冠水対策をしたいと思っております。 

　なお、工期は、令和５年４月下旬から１１月下旬で、７か月の間で工事を実施してまい

りたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君）　１番川村義春議員。 

○１番（川村義春君）　まず、１９５ページの関係です。 

　しつこいようですけれども、町道維持補修工事ですよ。新設改良費で本来つける予算が

ついているということ自体がどうかと思うのです。 

　町道ロードマーク表示工事と同じ列に並べ、８０００万円を予算計上したらどうですか。

昔、これは、道路維持補修費ではなく、新設改良費でしたよ。性質が違うと思うのです。 

　前年度に４５００万円の維持補修工事があって、相当な数の町道の整備が認定されてい

る町道の整備、あるいは、水産干場との接続になるようなところもやっているということ

がありますので、次年度以降の予算を組むときは考え直してくださいよ。同じような予算

を組まれたらまた質問します。 

　今後検討する、補正については財政と協議するということですから、財政としっかり協

議して対応していただければと思います。 

　次に、１９７ページのことですけれども、中身については了解です。 

　市街地の住民の安全を守るためにヤナギの伐採が必要だということですね。また、中洲

の砂を除去するのも大事なことだというふうに聞いています。 

　伐採をし、砂を除去すれば水の通りがすごくよくなるはずですが、今後、５年や１０年

がたったとき、ヤナギがまた生えてくるということのないようにと思います。対策として

提起されているのは、針葉樹ではなく、広葉樹を河畔林として植えるということで、それ

がすごく効果的だと私は聞いていますので、そういうことも含めて検討していただければ

と思いますが、その考えはあるかどうかをお聞きし、終わります。 

○議長（波岡玄智君）　今の説明項目と文言の変更の件についてです。 

　議員が言ったことに対し、そのとおりに従わなければこれからも質問するということで

した。それ自体に問題があると思いますが、説明項目としてここに上げた以上、町として

の根拠があるわけでしょう。根拠があるならばそれを言って、この方針でやりますとはっ

きり明言すべきだと思います。きちんと整理して回答してください。 

　議員が言ったことを聞かなければならないということもあります。でも、行政サイドと

してはこういう方針でいくのだということがあれば、その理由づけをしっかり理解しても

らうという努力も必要だと思いますので、お願いします。 

　企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君）　町道管理に要する経費のうちの町道維持補修工事に係
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る予算化の関係のご質問に私からお答えをいたします。 

　議員がおっしゃいますとおり、今年度は４５００万円で、昨年度は４０００万円の予算

づけをさせていただいて、新年度においては３本を合わせて計９８００万円ということで

ございます。 

　まず、ご理解をいただきたいのは、道路新設について、確かに議員がおっしゃいますと

おりございますけれども、茶内１条通をはじめ、町道補修工事については今まで過疎債を

充当したことがほぼありません。しかし、今回は８０００万円の事業に対して過疎債を当

てさせていただいております。 

　また、建設課では町道補修計画に基づいて今まで補修をしてきています。本当は別枠で

前年度と同程度の予算を措置できればよかったのですが、全体的な枠組みの中で予算をつ

けることができなかったところであります。 

　今後は、議員がおっしゃいましたように、また、前にも答弁しておりますけれども、補

正の状況を見ながら的確に予算措置し、できる限りできるところの補修につなげていくと

いう姿勢についてはご理解をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　私も今の町道維持管理に関わって質問します。 

　先ほどから議論されていました８０００万円、茶内１条通であります。 

　予算上でいきますと２２０メートルということですが、冬期間の凍上がひどく、車で走

行する際も大変な状況です。結構な勢いで走っているとドライブレコーダーが反応するぐ

らいの道路です。 

　この道路を舗装したのは相当前なのですけれども、そのときはどういう工法だったので

しょうか。また、今回、８０００万円かけてやる工法とどういった違いがあるのか、ご説

明をいただけませんか。 

　最初はどこでもやっているような工法でやったのだろうと思うのです。水の関係もあま

り考慮しない感じでやった可能性が高いだろうと思います。そこで、最初にやった工事が

どんなもので、今回の工事はそれを踏まえてどうしようとしているのか、それをお聞かせ

いただければなと思います。 

○議長（波岡玄智君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　１９５ページの町道維持補修工事の茶内１条通の改修の関係

のご質問にお答えいたします。 

　調べてみますと、平成９年に路盤からの打ち替えということで改修をしているようでご

ざいます。そうしますと、２５年程度が経過したということになりまして、現状のクラッ

クや凍上が繰り返されるような状況となっているということです。 

　今回、茶内１条通の改修の設計をさせていただきましたけれども、平成９年の改修内容

については、まず、凍上抑制層に山砂を使っております。また、下層路盤ということで４

０ミリの砕石を４０センチほど、それから、アスファルトは計８センチで仕上げておりま
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す。 

　ただ、茶内１条通の付近は茶内の市街地の中でも最も低い場所に当たりまして、茶内支

所など、高台のほうから地下水が集まっており、年中、地下水位が高いということが調査

で分かっております。 

　毎年、言ってみればアスファルトの下３０センチぐらいまでのところに地下水が常時あ

るということが分かっておりますので、水に近いところで凍上が起きまして、表層に亀裂

が入り、表層から雨水等が浸水し、短期間で損傷が進んでいると想定されております。 

　その上で、令和５年度に行う工事についてですが、まず、アスファルトの下の路盤の部

分と表層の部分に関し、雨水を的確に排水させる対策が必要だと考えておりまして、凍上

が少ないとされる８０ミリの大きめの砕石を入れることで地下水による凍上を防ぐ予定で

す。凍上抑制層の大部分が８０ミリで、さらに、従来の３０センチの山砂から５３センチ

に置き換えるという工法を取ります。それから、下層路盤につきましては１５センチとい

うことで割合を減らし、表層のアスファルトについては１２センチを考えてございます。 

　また、地下水の対策についてです。 

　今までは地下水を排水する機能がこの道路にはありませんでしたが、路盤打ち替えに当

たりまして地下水を逃がす路床排水をつけ、地下水位を少し下げたいと考えております。

それから、道路の表面には路肩にトラフを入れ、周りから集まってくる水を速やかに排水

するというような道路の設計になってございます。 

○議長（波岡玄智君）　９番落合俊雄議員。 

○９番（落合俊雄君）　最初のときとはかなり違う工法を取るということは今の説明でよ

く分かりました。 

　トラフを設けるというのですが、集まった水をどこかに持っていかなければいけないで

すよね。道路のトラフの中でためておくわけにもいかないと思いますが、それは最終的に

どこへ持っていこうとしているのですか、最後に確認させてください。 

○議長（波岡玄智君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　ただいまのご質問にお答えいたします。 

　現状の道路でいきますと、農協の技術センターの脇を流れる川に道路の集水ますから水

が流れるようになっております。ただ、常時冠水をしているという状況が調査で分かりま

したので、名前がない川と書いて名無川と呼んでおりますけれども、名無川の水が増水す

ると道路の排水がされにくくなるという現状が分かってございます。 

　そこで、この改修工事に合わせて、トラフや先ほど路床排水からの水を集め、茶内市街

のイベントハウスのほうの名無川の下流側に排水経路を新たに改修することにより、高い

位置から常に冠水している状況を改善したいと考えております。 

○議長（波岡玄智君）　２番田甫哲朗議員。 

○２番（田甫哲朗君）　あまり嫌われたくないので、１点だけです。 

　１９５ページの建設行政に要する経費のうちの安心住まいる促進事業助成金４５０万円
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についてです。 

　前年度当初は３５０万円、１２月の補正の７号補正で１１０万円の補正がされておりま

す。それを見越した新年度の予算だと理解しております。補正を含めて、前年度の新築、

リフォーム等を含めた利用件数を教えていただきたいと思います。 

　先日、空き家除却補助の件でいろいろと質問しました。目的こそ違いますけれども、ど

ちらも個人の資産に関する補助制度であります。片方は壊すもので、片方は、新築も含め、

住んでもらうための補助事業であると理解しています。恐らく、除却補助については危険

回避という考え方もあるのでという答弁がされるのかなと想像しつつ伺いますけれども、

考え方として労務単価の上昇も物価高騰による利用者負担を軽減する観点だということで

答弁されていますよね。その視点から考えるのであれば、この補助額も少しは増額する考

えです。 

　今まで１０万円で手すりなりドアを引き戸に替えるものができましたが、多分、今だと

１０万円ではできない、ややもすれば倍かかるという時代だと思うのですけれども、そう

したことを今後考えられているのでしょうか。必要ないというのであれば必要ないと答え

ていただければいいのですけれども、負担低減ということを考えるのであれば一考してい

ただきたいなと思いますので、答弁をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　会議時間は議事の都合によってあらかじめ延長します。 

　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　１９５ページの安心住まいる促進事業助成金のご質問にお答

えいたします。 

　まずは、本年度の安心住まいる促進事業助成の実績ですが、２月末現在で、申請件数は

４２件、申請金額は５２８万２０００円となっております。申請内訳としましては、新築

が４件、リフォームが３８件です。 

　ちなみに、令和３年度の申請件数は２１件ということでしたので、件数は倍増しており

ますが、これには令和４年度からの制度のリニューアルが関係していると考えております。 

　次に、安心住まいる助成金の金額の増額についてです。 

　令和４年度から制度をリニューアルしておりますが、検討するに当たって管内の情報も

調べましたところ、浜中町の安心住まいるの制度というのはほかの町村と比べてもかなり

充実していると認識してございます。 

　１回のリフォームで２０万円を上限として利用できるということ、さらに、１度使って

も２０万円の上限に達するまでは、年数に関係なく、再度使えるということがあります。

また、直してから５年が経過しますと２０万円にリセットされるということで、活用され

る方としてはそんなに我慢せずに使っていただける制度なのかなと考えております。 

　現時点でも２０万円を超える申請件数は割合的にも多くないと考えておりますので、当

分、現制度で運用していきたいと考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 
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○３番（秋森新二君）　１点だけ伺いたいと思います。 

　１９９ページの海岸整備に要する経費についてです。 

　公有財産購入費、土地購入で、説明では２名の所有者ということでありましたが、その

購入場所と面積を教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　２０１ページの公有財産購入費の面積についてご説明申し上

げます。 

　全部で１０筆になるのですけれども、まず、霧多布東１条１丁目１筆で、０．３９平米

です。次に、霧多布東１条２丁目７筆で、９２５平米です。次に、霧多布東２条２丁目２

筆で、１７３平米です。合計１０筆、１０９８．３９平米で、先ほどのとおり、所有者は

２名となっております。 

○議長（波岡玄智君）　３番秋森新二議員。 

○３番（秋森新二君）　この場所を購入するというのは何かの使用目的があっての購入な

のか、教えていただけますか。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　こちらは、チリ地震のときに防潮堤が建てられた土地になり

ますが、緊急性があったものですから、当時、工事の承諾書で工事を進めていきました。

その後、防潮堤をかさ上げする事業のため、開発に申請に行ったとき、公有財産の土地が

まだ民間所有者なのはおかしい、町が購入してくださいという指導を受け、買うことにい

たしました。 

　支障物件があって土地を買う場合には補助対象となるのですが、こちらについては補助

対象外ということで、全て一般財源で土地を購入することになります。 

○議長（波岡玄智君）　１１番中山眞一議員。 

○１１番（中山眞一君）　１９７ページの港湾整備に要する経費のうちの１９９ページの

委託料の港湾詳細点検委託料５５３万３０００円についてです。 

　これはあまり聞いたことがなかったので、どういうものなのか、中身についてお知らせ

ください。 

　次に、工事請負費の路面補修工事についてです。 

　補足説明で聞き漏らしたのですが、舗装１５センチ上乗せですか、そして、１７０メー

トル、暮帰別物揚場の路面補修工事ということですが、場所と工事内容について詳しくご

説明をいただきたいと思います。 

　次に、１８節の負担金、補助及び交付金の負担金についてです。 

　田甫議員の防潮堤付帯設備管理に要する経費に関わる質疑の中で課長が関係するような

答弁をされたかと思います。今年度は負担金の国直轄港湾整備事業管理者負担金２００３

万４０００円がありましたが、これが補正でもって２０００万円を残して１０００万円の

減額補正で、なおかつ、令和５年度には計上されておりません。国からの指示でこれがな
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くなるので、この港を休止港とするというような言われ方をされましたか、間違っても完

成港になるわけではないだろうなと思っているのですね。 

　そこで、中止港なのか休止港なのか、詳しく説明をお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　港湾整備に要する経費のうちの港湾詳細点検委託料について

ご説明申し上げます。 

　詳細点検に関し、港湾法第５６条２の２では、霧多布港の維持管理について、国土交通

省が定める方法により行わなければならないとなっております。 

　今回行うのは霧多布港の西防波堤、次に本町地区護岸、次に東防波堤護岸、次に泊地マ

イナス２．０メートルで、この４か所を点検することになっております。そして、点検を

したことは国土交通省に報告することになっております。 

　次に、工事請負費の路面補修工事についてご説明いたします。 

　夏場の昆布漁業最盛期に粉じんが舞い、昆布干し作業や物揚場の作業で昆布にほこりが

付着してしまうことから、衛生面を考慮し、道路の簡易舗装を行うこととなっております。 

　暮帰別マイナス１．５メートル物揚場と言いまして、潮見橋に行く飯高水産があるとこ

ろの反対側から入っていくＬ字の道路の延長１７０メートル、幅４メートル、厚さ０．１

メートルのところとなります。 

　次に、負担金、補助及び交付金の国直轄工事の負担金がないということについてです。 

　休止港ということで、事業はしませんが、完成港ではございません。今後、国の予算が

つきましたら国直轄事業を行っていくことになっておりますので、ご理解願いたいと思い

ます。 

○議長（波岡玄智君）　１１番中山眞一議員。 

○１１番（中山眞一君）　工事請負費の路面補修工事についてです。 

　これは昆布のためということですが、工事はいつ頃の予定なのか、お聞きしておきたい

と思います。 

　次に、港湾の関係です。 

　休止港というのですね。聞いたことがないのですが、今まで道内でもそうなった港湾が

あったのかどうか、お尋ねします。 

　そして、完成港ではないということでした。完成港になると今後は管理者負担となって

くるわけで大変なことになるわけですから、完成港にだけはしないようにしていただきた

いなと思います。 

　また、霧多布港湾は何年くらい休止港扱いになるのか、そして、休止港が解けたときに

はどういう工事が考えられるのか、それについてお尋ねします。 

○議長（波岡玄智君）　水産課長。 

○水産課長（細越圭一君）　まず、路面補修工事の工期についてですが、さお前昆布が始

まる前までに完成したいと考えております。そうなりますと、６月上旬までには完成させ
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たいということです。 

　次に、休止港の年数になりますけれども、開発局にお伺いを立てているものの、現在は

未定となっております。 

　次に、休止港になってからどのような事業が考えられるかについてです。 

　霧多布港を使っている方々からの要望が非常に多いのは第一船揚場で、各漁港には船を

揚げるためのプラスチックの滑りがついているのですけれども、それを早期につけていた

だきたいということです。これは開発局にも言っておりまして、優先するのはそこかなと

考えております。 

　次に、休止港の例についてです。 

　開発局でも休止港という言葉はよく使うのですけれども、定義を確認したところ、開発

局内で使う言葉であり、あくまで直轄工事がないということでして、今回初めて休止港と

なるのが霧多布港だと聞いております。そのほかのところは、毎年、必ず直轄工事を行っ

ているということです。 

○議長（波岡玄智君）　７番成田良雄議員。 

○７番（成田良雄君）　それでは、１９５ページの既存住宅耐震改修費補助６０万円につ

いてです。 

　毎年、マイナス計上をしていますけれども、近年、改修を行った住宅はあるのか、二、

三年間の間で何棟を改修補助したのか、お伺いします。 

　今後、千島海溝の地震が起こるということがございますが、担当課として、今後、耐震

診断をして、該当になる住宅が町内にはあると思います。そこに対してどのように改修啓

蒙していくのか、その点をお答え願いたいと思います。 

　次に、２０３ページで、これは毎年聞いていますけれども、茶内の町営住宅改修工事実

施設計委託料についてです。 

　茶内団地の昭和６３年の件に関し、実施設計の内容と工期についてお伺いします。 

　また、工事請負費の建物解体工事で茶内Ｂ団地を解体するわけでございますけれども、

この工期についてもお伺いします。 

　それから、町営住宅新築工事についてです。 

　今まですばらしい公営住宅が茶内団地に２棟、１６戸分が建設され、入居者も入ってい

ると思いますけれども、その入居者です。今まで公営住宅に入っていた方が入っているの

か、あるいは、新たな人が入っているのか、また、満室になっているのか、その点もご報

告願いたいと思います。 

　また、１階と２階の音の関係です。新たな建築方法だという答弁が昨年ございましたけ

れども、入居者からは、本当にすばらしいと言われているのか、それとも、まだ音がする

という苦情があるか、その点をご報告願いたいと思います。 

　そして、３棟目として１棟８戸が建ちますけれども、入居者は決まっているのか、その

点もご報告願いたいと思います。 
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○議長（波岡玄智君）　ご報告という言葉を使うけれども、理事者は議員に報告する義務

はなく、そういう言葉はなじまないので、答弁を求めてください。 

　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　まずは、１９５ページの既存住宅耐震改修費補助の関係で、

利用状況についてご回答いたします。 

　耐震改修補助についてですが、平成２７年に制度をつくりまして、いろいろな周知方法

での周知に努めておりますが、現在、利用はございません。 

　例年、４月の広報でこの制度の周知をさせていただくのですけれども、令和４年度につ

きましては、固定資産税の納付書を発送する際、税務課にお願いし、耐震改修の補助制度

のチラシを同封するという取組をしてございます。 

　その関係で、１点、耐震改修補助についての問合せがあって、ご自宅にお伺いし、説明

したという経過はございますけれども、耐震改修補助までは進んでおりませんので、制度

創設以来、利用はない状況でございます。 

　次に、２０３ページの町営住宅改修工事実施設計委託料７６０万円の関係でございます。 

　こちらは、昭和６３年築の茶内団地の改修に向けた設計になります。耐力度調査と実施

設計とアスベスト調査を一緒にやる予定です。また、現在のところ、戸別全面改修で計画

しておりまして、そういった設計をし、新年度の予算に反映させていきたいと思っていま

す。 

　なお、５月下旬から１２月下旬の７か月程度で実施する予定です。 

　次に、茶内団地の解体工事でございます。 

　こちらは、昭和４７年築の茶内Ｂ団地の３棟の解体でございますけれども、令和５年の

８月から１０月下旬の３か月弱の工期を見込んでおります。 

　次に、新築する１棟８戸の茶内団地、Ｒ０５の建設の関係です。 

　まず、音の関係ですが、入居者からの苦情等の報告は受けておりません。 

　茶内団地１棟８戸の木造住宅については、本年に２棟目、来年に３棟目という建設計画

でございますけれども、１棟目につきましては８戸全部が入居しております。それから、

２棟目につきましては、解体する茶内Ｂ団地から４世帯がもうすぐ完成になります茶内団

地Ｒ０４に入居するということで、４戸の募集をかけたいと考えております。そして、茶

内団地Ｒ０５という来年建築する住宅につきましては、その翌年にＳ６３のプレキャスト

の１棟８戸の改修に進んでいきますので、仮移転先として利用してもらうことで茶内団地

のスムーズな移転を進めていきたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君）　７番成田良雄議員。 

○７番（成田良雄君）　１９５ページの耐震のことについてです。 

　問合せが１件あったということですけれども、土木担当者は、町内を見渡し、本当に耐

震が必要だなというところにはお声がけをして、こういう制度もありますよと伝えていた

だければと思います。本人の希望が一番ですけれども、やはり、こちらからもＰＲしてい
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くことが大事かなと思います。まして、今、千島海溝の地震が起こると町民の皆さんは思

っておりますし、一人でも多くの命を守るためには原課においても努力が必要でないかと

思いますので、再度ご答弁をお願いしたいと思います。 

　茶内町営住宅については了解しました。 

　苦情がないということでございますけれども、全部で４棟が建ちますから、最終的には

入居者の募集をするような感じかなと思いますけれども、無事故で建築していただければ

と思います。 

　ただ、コミセンの通りは交通量も多く、担当建設業者に対しては交通安全に注意するよ

うに訴えていってもらいたいと思いますので、それについても答弁をよろしくお願いしま

す。 

○議長（波岡玄智君）　建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君）　ただいまのご質問にお答えいたします。 

　まず、既存住宅の耐震改修の関係でございます。 

　広報はまなか３月号にも防災対策室から既存住宅の耐震診断、改修をしませんかという

呼びかけをしてございます。 

　また、現時点で利用がないことについてです。 

　建設課としては促進したいのですけれども、なかなか進んでいないというところがござ

います。そこで、今まで耐震改修補助制度のお知らせが主だったものについて、その住宅

に耐震性があるかどうかの見極めが必要ですが、耐震改修に入る前にそれを無料でします

ので、心配な方はどうぞお声がけくださいというようなチラシを作成し、４月に配付しよ

うと考えておりまして、このように周知内容を変更し、無料診断を受けていただくような

努力をしたいと思っております。 

　次に、茶内団地の解体工事と新築工事についてです。 

　どうしても時期が重なる場面がございます。解体工事につきましては、鉄板で仮囲いを

し、進めていくのですけれども、受注された業者に安全管理を徹底する呼びかけをして、

無事故で工事を完成できるように進めてまいります。 

○議長（波岡玄智君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君）　次に、第８款消防費の質疑を行います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

延　　会　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（波岡玄智君）　お諮りします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（波岡玄智君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

　本日はこれで延会します。 

（延会　午後　５時２９分）


